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図面番号 図名 [建築図] 図面番号 図名 [建築図] 図面番号 図名 [建築図] 図面番号 図名 [建築図]

特記仕様書 1 K― 01 工事区分表 K-16 断面図2 E-01 工事仕様書 (電気設備)1

特記仕様書 2 K― 02 機器表・系統システム図 K-17 設備スペース詳細 (1) E― 02 工事仕様書 (電気設備)2

A-03 特記仕様書 3 K-03 lF平面図 K― 刊8 設備スペース詳細 (2) E-03 工事仕様書 (電気設備)3

A-04 特記仕様書 4 K-04 lF詳細図 K-19 設備スペース詳細 (3) E-04 単線結線図

A-05 付近見取図/配置図 K-05 2F平面図 K-20 還流口仕様 E-05 キュービクル外形図、分電盤結線図

A― 06 平面図 刊階 K-06 断面図 K-2¬ 点検口仕様 E-06 高圧受変電、幹線・動力設備 lF平面図

A― 07 平面図 2階 K― 07 立面図 K… 22 風量調整ダンパー仕様 E-07 高圧受変電、幹線・動力設備 2F平面図

A-08 立面図 K-08 集中リモコン配線図 E-08 高圧受変電、幹線・動力設備 3F平面図

A-09 矩計図 壁新設① K-09 アリーナ 鋼製床仕様 (特Aタ イプ)

矩計図 壁新設② K-10 アリーナ 床下チヤンバー仕様

A-11 展開図 K― 刊」 アリーナ内設備スペース 鋼製床仕様 (特Aタ イプ)

A― 刊 2 体育設備詳細図 K-12 全体平面図

A-13 防球ガード詳細図 K― 刊3 チャンバー配置図

K-14 床平面図

K-15 断面図 1
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最終改訂 令和 7年 10月 1日

仕 様 書建 築 改 修 工 事
1)設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の承認を受ける。

2)i受備工事の貫通孔、開口部の型枠、スリーブ等の補強筋は本工事に含むものとする。なお箇所

筆は、下記による。

位置/大 きさ

補強筋箇所数

室内空気の汚乗対策の実施     ※実施する      実施しない
1)測定の有無等
測定する場合は、下記の通り揮発性有機化合物について室内濃度を測定し

める指針値以下であることを確認し、報告すること。

イ)測定の有無      ※右        ・無
口)測定対象室  ※本土僚
測定は原則として、内装仕上げ材料の仕様が大きく異なる居室毎に行う

模が著しく異なる場合は、それぞれ実施する。

内装改修等を行つた居室について測定を行う。

ただし、居室の規

ハ) 1

[179]

厚生労働省の定め

イ)天丼部分 箇所

鉄骨部のスリーブ及び補強は本工事に合むものとする。

軽鉄下地で天丼、壁等の補強は本工事に含むものとする。なお箇所数は、下記による
口)壁部分    箇所

200く A苫 500室の床面積  A(市 ) A≦ 50考建築工事
測定個所数0機器の基礎、換気扇取付用

0
O壁貫通部の

外霊取付ガうリー、床下, ル 蓋 O
緋水 トラッ:

O 建築図に図ふ

ダクトl圭続は設備工事
換気フード、レンジフードラ7ン
取付枠 (鋼製)と も
天丼、壁、床、点検日、 :

O

0
0ボイラーの煙突

O
0

0

0天丼、壁ボー ド類の下 |

体冑館空調設置工事

外壁改腟工事

令和  年  月  日  (概 成工期 令和  年  月  日)
(余裕期間制度試行工事適用の場合は、上記を完茂日の期限とする。)

羽昨郡室遠志水町小川 lSO

4 完成期日

※確認
S 別契約
関連工事

屋外付帯工事

電気設備工事

暖房設備工事

換気設備工事

昇降機設備工事

浄化楢設備工事

植栽工事

給耕水衛生設備工事

冷房設備工事

空調設備工事

電話設備工事

1工 事 名

2 工事場所

0簡易間仕切り (内装パネル)内の位置ボッ

クス及び配管の取付
O屋内・屋外に設置する発電機、配電盤、

制御盤、受水中口臨、ポンプ等の基礎、防油堤

0 屋根伏図に口示屋上に設置するテレビアンテナ 避雷針等
の設備基r廷

0

0

― ブ O

O
西己管接続以降は設備工手0ュニットバス本体・付属品 (シ ヤワー金具

・手すり・鏡・照明)

[142][144]

1)本 工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するもの、又は

これらと同等のものとする。

①「評価名簿によるJと特記されたものについては、日土交通大臣官房官庁営緒部監惨「建築

材料等品質性能評価事業建築材料評価名簿 (最新年版)J((社 )公共建築協会)によるほ
か、これらと同等のものとする。ただし、同等のものとする場合は、次の②に準じ監督員の

承諾を受ける。また、同上評価事業の評価を受けたものを使用する場合は、評価書の写しを

監督員に提出し、その確a忍をもつて、品質・性能の確認があつたものとみなす。

②」ISヌはJASマ ーク表示のない材求4及びその製造所等は、次のイ)か らへ)の事項を満たすも

のとする。また、製造所名、製品名等が記載された材料は、当骸製品又は同等以上を使用す

る場合は、監督員の承諾を受ける者とする。

イ)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

口)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

ハ)安定的な供給が可能であること。
二)法令等で定める許可、認定、又は免許等を取得していること。

ホ)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
へ)販売保守等の営業体制が整えられていること。

なお、これらの材料を使用する場合は、設計図書に定める品質及tド性能を有することの証明

となる資料又は外部機関が発行する資料等の写しを監督員に提出し承諾を受けるものとする。

ただし、あらかしめ監督員の承諾を受けた場合はこの限りではない。

2)講負契約約款第6条の2第 7項に基づき調達する石川県産の工事材料については、「使用材料

確認願Jにより監督員の確認を受け、工事完了後は地元産品について「使用材料報告書Jを提

出すること。

3)請負契約約款第13条第2頃 に定める監督員の検査を受けて使用すべき工事材料は次のものとす

る。

※杭 ・型粋壕  ・防水材料  ・石材  ・木材  但し、r几以外の」IS規格品は除く。

4)講負契約約款第14条第1項に定める監督員等の立会いのうえ調合等をし使用すべき工事材料は

次のものとする。    ※高強度コンクリート試し練り

S)講負契約約款第14乗第3項に定める見本は次のものとする。

睦昼釜恐家貿9皇務
樹脂響畳献針肇暑料彎査根沐オ赤l

なお、監督員が承議した材料は、証明となる資料と使用箇所を付し、工手完成まで現場事務所

に掲示する。ただし、掲示が困難な材料等はカタログ、その他に代えることができる。

6)本工事に使用する建築材料等は、アスペスト含右建材を使用しないこと。 (「労働安全衛生法

施行令の―部を改正する政令及び石綿障害予防規貝1等の一部を改正する省令の施行等についてJ

(厚生労働省労働基準局長通達平成18年 8月 )参照)。 安全データシー ト (SDS)等により確認

を行つた場合は、その写しを監督員に提出すること。

「標仕」に記載されていない特別な材糾の工法は、当該製品の指定工法による
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2)謎贅鎮経全妻受憲極蔑筆藤笠筆芝I量泰モ酉聾七客怒:亀蟹望播竺雲笠ξ捜携皇構皇拳と塚売3れの工事仕様
書を適用する。なお、電気設備工事の工事仕様書は ( / )図 、機械設備工事の工事仕様きは ( / )図
による。

手 記 仕 様

1)項 目は、番号1(>口 の付いたものを適用する。
2)特記事I貫は、O印の付いたものを適用する。

O印の付かない場合は、採印の付いたものを適用する。

o綿 事司こ室露房!慇FPЦ
ゝ

汽墾拿撃首恋F導擢荏争あ該当項臥 当該図則よ当該表を示す。

4)(別図―    )は 、「標仕」の別図「各部配筋」の当該番号を示す。

:1蜃菫:弓已|||ま逸鏡霰紫筵羹【:据を手抒争ユ孟S総目を示i骸
7)製造所名は、五十音順とし「株式会社」等の記磯は省略する。また、 ( )内 は製品名を示す。

3)斜線で消去した章は適用しない。
防水工事 ・アスファル ト防水工事作業 ・塩化ビニル系シー ト防水工事作業

・改質アスフアル トシー トトーテエ法防水工事作業

・セメント系防水工事作業  'FRP防水工事作素
・合成ゴム系シー ト防水工事作業  ・ウレタンゴム整膜防水工事作業
・アクリルゴム系塗膜防水工事作業 ・シーリング防水工事作業

項 目 イル張

内外装板金作業 ・か

・左官作業

カーテンウオールエ;

・プラステツク系床仕上げ工事作業

・カーペット系床仕上げ工事作業 ・木貿系床仕上げ工事作業
針 ―ド仕上げ工事作業 ・壁装作業

内装工事

植栽工率

「石川の伝統的建造技術を伝える会Jの うち、金沢城公I重 整備工■従事者の認定を受けた者。

壁 肇葵&図 は、A3版製本 卸 ・ 部 ・ 船 を提出する。

h91～側臓 ■911

屋外付帯工事実測図    ※提出しない   ・提出する (1部 )

保全に関する資井Ⅲ     ※提出しない   ・提出する (1部 )
保全に関する資料のうち「建物等の利用に関する説明書Jは、「管理者のための建築物保全の手

引き(改訂版)J((―財)建築保全センター)に建物の構造、機器、保安業務等の説明及び清掃の

要点、使用材料の製造品名、連絡先等を記載したものに代えることができる。

なお男1契約の設備工事等がある場合は、連携の上作成する。

1)工事記録写真等は、営繕工事写真撮影要領 (令和 3年版)(国 主交通省大臣官房宮庁営繕部)に

より整備し、下記により提出する。また、本仕様書の「第 1章 29電子納品」を行う場合は、更

に当該特記事項に基づいて作成し提出する。

各区分の写真は、A4版スクラップブックに順序よく説明事項を記入の上、所定の部数を提出する。

撮 影 枚 数区  分
※100X148程度 ※ 5景以上 ※  1部着  工  前 ※カラー

※85XllS程 度 「営絡工事写果撮影

要領Jに よる

※  1部工  琴  中 ※カラー

※100x148程度 ※  5景 以上 ※  2部完  成  時 ※カラー

二)測定対象化学物資及び測定方法

測定対象化学物質は、ホルムアルデヒド、 トルエン、キシレン、エテルベンゼン及びステレ
ンとし、同時に測定する。測定方法は、パッシブ型標取機器を用い、国主交通省大臣官房官

庁営浄善部整備課長通知 (平成24年 4月 5日 国営整第 4号 )「官庁営絡部におけるホルムアル

デヒド等の室内空気中の化学物質の抑制に関する措置についてJに より行う。

ホ)測定時期
測定は下記の時期に行うものとする。

①測定対象化学物質が、関連工事による測定対象室への流入や急激な拡散がほぼなくなり、

引き渡し後の室内空気環境と同程度になつた時期。

②別途工事又は家具の設置等が行われる前。

③内装又は塗装等の施工が終了し、その後十分な換気が行われていること。

④中央式空気調和設備のように換気を行いながら空気調和を行う設備がある場合は、設備の

口翼運転が終了していること。

へ)測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合の措置

測定結果が厚労省の指針値を超えていた場合は、発散源を特定し、換気等の措置を講した後、

再度測定を行う。

卜)その他、採取、測定及び分析の方法は、上記二)の国主交通省通知によるほか、監督員の

指示による。

2)施工中・施工後の通風、換気
接着剤、塗料等の塗布に当たつては、使用方法や塗布量を十分管理し、重切な乾燥時間をとる

ようにする。また、施工時、施工後の通風、模気を十分に行い、室内に放散した溶剤成分等の

希釈を図るものとする。

3)引 き渡し時
室内空気中に化学物資を発散するおそれのある建築材料等の使用状況の一覧表を提出する。

4)揮発性有機化合物を放散させる建築材料等木工事の建物内部に使用する材料等は、設計図書に

規定する所要の品質及び性能を有するものとし、次のイ)か らホ)の事項を消たすものとする。

イ)合板、本質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF、 パーテイクルボ

ード、その他の木箕建材、ユリア樹脂板及び仕上げ塗り材は、ホルムアルデヒドを放散させ

ないか、放散が極めて少ないものとする。

口)保温材、経衝材、断熱材はネルムアルデヒド及びステレンを放散させないか、放散が極めて

少ないものとする。

ハ)接着剤は、フタル酸ジーn― ブテル及びフタル酸ジー2-エテルヘキシンを含有しない禁性揮

発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアル亨ヒド、 トルエン、キシレン、エテ
ルベンゼンを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

二)塗料はホルムアルデヒド、 トルエン、キシレン、エテルベンゼンを放散させないか、放散が
極めて少ないものとする。

ホ)上記のイ)、 ハ)、 二)の材料を使用して作られた家具、書葉、実験台、その他の仕器等は、ホ

ルムアルデヒドを放散させないか、放散が極めて少ないものとする。

また、設計図書に規定する「ホルムアル亨ヒド放数量Jは、次のとおりとする。

※「規制対象外Jの もの

①」IS又はJASの F☆☆☆☆規格品

②建築基準法施行令第20条の7第 4項による国土交通大臣認定品

③下記表示のある」AS規格品

ア)非ホルムアルデヒド系接着剤使用
イ)接着剤等不使用
ウ)非ホルムアルデヒド系楼着剤及びホルムアルデヒドを放散させない材料を使用

工)ホルムアルデヒドを放散させない埜料等使用
オ)非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない塗器使用

力)非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放救させない塗料等使用

・「第二種」のもの

①」IS又はJASの F☆☆★規格品

②建築基率法施行令第20条のフ第3項による国土交通大臣認定品

③旧」ISの EO規格品

現場代理人及び主任 (監理)技術者は、工事期間中は次に定める様式例等による顔写真入り名札を

着帯すること。 (但 し、諸負領1,000万 円以上の工事 )

(注意事項)
①名札として使用する用紙 (台縦)は白色、寸去は上国 (名刺サイズ、縦5 5cmX横 9 1cm)の

とおりとする。
②顔写真 (カラー写真)の寸法は縦4 0omx横 3 0cmと し、撮影する部分は胸から上の上半身

とする。
①ケースの寸法は上記①の用紙 (台紙)お 入`る大きさとする。

当骸台帳を現場に備え付け、純工休系図を工事関係者及び公衆が見やすい場所に掲げること。

OO建設 (株 )社員証

氏  名 △ △ 太 郎

発行日 令和0年O月 0日

(顔写真)

カラー写真

貼 付

代表者 ロ ロ 建 ― 1代表印
|

L_____」

1

いて、二)

②

④

室内空気汚染対

名札の着帯

施工体制台帳の

作成等

策

A-01設 計

石 川 県

②

①

⑮
　
‐６
　

　

０

２０
　

０

18

,9

設備工事との取

合い

建築基準法に基

づき指定する条

件

工事現場の掲示

板

施工の検査等

施工の立会い等

等に対する協力

保    険

中間検査

設計Gヒ

工事現場には、下記掲示板を設置する。 (記入例)

工事目的物、工事材料等に生ずる損害を填補する保険は、下記による。

※建設工事保険又は組立保険 (工手対象物を全て解体する工事を除く)

加入期間  引渡しまで (引 き渡しを要しない工事の場合は、工率完了まで)

(注意事項)
① (監 修)内は、監修を委託した場合。
②業者名が夕くなつた場合でも、縦7Scm以内とする。

③工事名は、各工事とも共通な名称とし、各文字は、角ゴシック体とする。

監督員等の検査を受ける工種は次のものとする。

※根切り転l削完了時 ※主要構造部の配筋 ・型枠の組立て
その他監督員が指示するもの

請負契約約款第14条第 2項に定める監督員等の立会いのうえ施工するものは次のものとする。

※杭打ち ・コンクリー トスランプ確認及び打込み  ・屋外タイル圧着試験
その他監督貫等の指示するもの

受注者は、当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査の対象工事となつた場合には、次の

各号に掲げる協力をしなければならない。また、工期経過後においても同様とする。

1)調査素等に必要事項を正確に記入し、発注者に提出する等必要な協力をしなければならない。

2)調査票等を提出した事業所を発注者が、事後に訪間して行う調査・指導の対象になつた場合

には、その実施に協力しなければならない。

a)正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従い、就業規則を作成すると共に賃金

台帳を調整・保存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行わな

ければならない。

4)対象工事の一部について下請け契約を締結する場合には、当該下請け工事の受注者 (当該下

請け工事の一部に係る二次以降の下請け人を含む。)が前号と同様の義務を負う旨を定めな

ければならない。

木工事が「建設副座物実態調査」の対象である場合、工事完了後速やかに調査票を作成し、監督

員に提出しなければならない。

日～至 年
発注者  採※※※※※※※※※

この工事は、超体 2日に取り組んでいます

修

計

理

エ

監

設

監

施 建 築
電 気
給耕氷

暖 房

(業者名を記入する)

(業者名を記入する)

(業者名を記入する)

(業者名を記入する)

60cm(75cm)

[175]

※囲示 設計GL=現 状GL

30(県 内全域)

上段の地色は、自色

文字は、青色

下段の地色は、青色

文字は、自色

地区の区分に応じた風速 (V(m/sec))
地表面粗度区分

多蒼地域の指定   垂直積雪量

中間検査の実施     ※有
実施時期     ※躯体工事完了時

[177]

[182]

②

⑩

O

③

◎

⑫

Ｏ

建築材料等

工事写真等の

責任施エ

エ事報告書

完成図等

記録

技能士等

特男1

2)完成写真の撮影    ・専門業者の撮影 (撮影者を明記)   O専 門業者以外の撮影

3)原版の使用権を次の者に移譲すること。 C廃 注者 (D設計者
移譲を受けた者は、写真を撮影者の了解なしに撮影者名を表示しないで自由に使用できる。

撮影者が写真を使用する場合は、発注者・設計者の承諾を必要とする。

4)中 間検査または、監督員の指示により手直しを命ぜられた工事は、手直し前、中、後が判断で

きる写真を撮影し、報告書に添え提出する。

特記事項中、責任施工の指示のあるものは、受注者及び下話負人の連帯責任とし、保証書を提出する。

工事の進捗度差、作業員の出面報告、工事箇所図及び工事現況写真学を記載した工事報告喜を毎月

15日及び月末毎に提出する。

二事実績情報の

発生材の処理

電気保安技術者

r

=録

施工調査

① 適用基準等

③

④

③ 施工条件

(回土交通省大臣宮房官庁営繕部監修 令和 4年版)
(国 土交通省大臣官房営経部 令和 3年通知)のうち第 3章

公共建築木造工事標準仕様書 (国主交通省大臣官房官庁営繕部監修 令和 4年版)
・屋4艮瓦工事共通仕様書 (石川県土木部営繕課監修 平成 29年版)

鷺箕最基ζ笠テj埜 f羅筵霊薪展撃gl暑蒜資壁泉鋸琶轟集塾修)
鉄骨構造標準図 (石川県土本部営絡課監修)

餅 川県バリアフリー社会の推進に関する条例 (施設整備
の子引き)

○石川県公共事業景観形成ガイドライン

※登録する (但 し工事講負代金額500万 円以上の工事。)

,)産業廃棄物は「廃葵物の処理及び清掃に関する法律Jに基づく許可業者により運搬し、同法

に基づく許可を得た処分場で処分する。

また、処分に際しては産業廃棄物管理票 (マ ニフエスト)に より笛正に処理されていること

を確認するとともに、マニフエス トー質表を監督員に提出し、確認を受けなければならない。

2)発生材のうち引渡しを要するものは、指示された場所に整理のうえ証書を添えて監督員に引

き渡す。                                 [1 3 12]

と1慰新と亀麗葵農臭協舌磐離
渡し場所
 :愁
渡を要す角と煤    
引渡し場所

ハ)特別管理産業廃棄物の処理方法   採図面  番  回参照  ・最寄りの中間処理施設

3)発生材のうち、現場で再利用を図るもの及び再資源化を図るものは下記による。
・現場で再利用を図るもの        ・
・再資源化を図るもの          ・

4)せ つこうボー ドの処理 (有害物貨非含有のものに限る)              [1312]
・最終処分  O再 資源化

5)PCB含 有シーリング材                            [1312]
分析調査  ・する  ※しない

6)建設リサイクル法第11条に基づく「通知暮J及び同法18条に基づく「再資源化等報告書」の提

出の有無

・有       C券
[133]※ 適用する

施設を型口 しながらの工事であるため、施設管理者等と十分協議
の上施工すること皇_十一~ど上里リ

[114]

[162]施工数登調査

調査範囲

調査方法

調査破壊部分の補修方法

(令和 3年版)(国 上交通省大臣官房官庁営繕部)
(国 土交通省大臣官房官庁営繕部令和 3年度版)



[424][435][445]エポキシ樹脂モルタ,レ[314][表 311][363][表 36,]1)防水改修工法の種類
項  目新規防水層の種別

t上10以上

X― Ⅲ ※X-2

行 う

74

二重 ドレン (・ POX
3)既存露出防水層表面の仕上げ塗装の除去 (ヒ 4X工法の場合)

[325]
[326]

改修方法の種類

2)形状に異常がなく、だれが生しない。
3)均 質で有害と認められる異物の混入がないこと。
4)「労働安全衛生法Jに基づく「有機溶剤中毒予防規則Jに規定された第一種有機

(温度20■ 15℃、湿度65■ 20℃)に おいて製造所の指定する期間又は製

その他

性能の各項目

が良好であること。1)こ

溶剤を使用しないこと

5)

シーリング再充鎮工法

輩攀的源

引張り

機着性

(28日 材齢)

`N/‖
12)

曲げ性能

(28日 材齢)

(N/1m2)

吸氷性

(72日寺間)

(%)

耐久性

(劣化曲

げ強さ)

(N/冊 n2)

項 目

広がり

速度

(cm/s)

粘調整

(粘調係数)

徐独
[372][表 371]ング材の種類及び施工箇所

所

ッジエ法

2)

3)

(ブ リツジエ法の場合)

る SO
以 上

15 SO

以上

品質 3

以 上

005～

1 00

035～

0 55 以下

3も ][44

)項  目
50以 下表示値±IX以内 30う

35][445]

1)

項  目

04以上 02以下品質 性能 700以 上

事

記目

2  ヨ ン ク

[414][42

※02以上～10以下※自動式低匠エボキシ

樹脂荘入工法

`・

う2号 3号

面 積 10好呈度 65程度 100程 度

※保護帽 ※墜落防止用器具 ※長靴 ※合羽 ※原図大及びA3縮小の設計図面製本各 2部
※机 ※椅子 ※懐中電灯 ・善棚 ・黒板 ・寒暖計 ・

O供 適 トイレを設置すること
※ 監督員へ提案 協。銭し、棋適 トイレを設置することができる

快適 トイレを設置した場合は設計変更の対象とし、「快適 トイレ実施要領」により費用を計上する。

シンナー等有機溶剤を使用する場合は、特に火災及び盗難について管理を徹底する。   [242]

原形復旧の方法・内容 ・                             [251]

建設工率公衆災害防止対策要網 (建築工事福)及び建設副産物適正処理推進要網等関係規定を順守

して災害の防止に努めることとする。

[231]

行 う

設けない既存建物の一部を使用監督員事務所

⑥

仮設岡仕切

別

)B種

※設ける◎

◎

し

有 り

[241]

つこうポード(※ 95

シート

快適 トイレ

(快適トイ

要領に基づく)

危険物貯蔵所

仮設物撤去他

公衆災害

※ビニールシー ト等

※ビニールシー ト等

・図示

・行う (図示)

既存部分の養生方法      ・
既存家具等の養生       ・
既存ブラインド カーテン等の養生方法、保管場所
固定された傭品、机、ロッカー等の移動

①

①

@

※4002以上～03以下
※100～ 200

特項
5超え～1

[37

図 示

る。よ

廃棄物等の搬出方法

現場においてサン

調査範囲

を行い、適切に処理を行う。

4)接着性試験
5)撤去既存>リン

'・事前調査等

採取箇所

標取箇所数

分析によりPCB
施工調査等

調査内容  シーリング使用
施工範囲と

仮設計画

、専門分析機関で分析を行う

建臭局目目地  ・図示
る毎に 1箇所 ・図示

[333]1)睛 ,k改 修工法の種類

[313J
[表311]

降雨等に対する養生

改修工法の種類

新規防水工法の種別

エポキシ樹脂 (」 IS A6024低 粘度形又は中粘度形)

ホリマー|メントモルタル)
2

考

[425]

[428]※充よ鷺工法 (

検査 (コ ア抜取り

※行わない

行う  抜取
B-1 ※B-2
日I-1 ※BI-2
AI-1 ※AI-2 ・AI― a
A-1 ※A-2 ・A-0

保
護
防
水

C-1※ C-2 ・C-3
D-1※ D-2
DI-1 ※Dl-2

※
糸研9彰チ写婁研全係<く

ポリマーセメントモルタルの充壊
※行わない ・行う

シーリング材

!シ樹脂 424に よる
E-1 ※E-2

※配管用鋼管   ・頂賞塩化ビニル管 (・ VP  ・ R
2)0例管製といの防露巻き

※「改修槙仕J表 384による
3)防露材のホルムアルデヒド放散量
※規制対象外   第二種  ・次の箇所は行わない (
4)た てとい受け金物の取付け
×囲示  ・「標仕J1352(2)及び1353(4)(ィ )による

1)オープン形式アルミニウム製笠木の種類

1)材種

固定間隔

(図 示 )100型 15以上 ※卜 1又は卜 1種

18以上

建乗基準法に基づき

指定する条件により

施工計画書に定める

ステンカラー

シール材料

・パテ状エポキシ樹脂  (424に よる)
・可とう性エポキシ樹脂 (4241こ よる)

※充墳工法

充填材料

エポキシ樹脂モルタル  (424二よる)
ポリマーセメントモルタル (4241こよる)

[41 24][42団

1 2

望
＼

欠損部改修工法

歩工 事4章-3
記

防氷工事の保証

アルミニウム製
笠木

シーリ

とい

防水

ウレタ

2)既存笠木等の撤去  ・行う (範囲 ※図示 ・   )
3)板材折曲げ形アルミニウム製笠木の取付方法
固定金具は「改修榛仕J393(2)(7)と し、それ以外の取付方法は図示による。

記

ドレン ・設ける (・ POD工法  POD:工 法)

リーン購入法における特定調達品目を使用すること

又はれんが形コンクリートブロック (見 え隠れ部分)

(C-1、 C-9、 D-1、 D-9、 DI-1、 DI-2)

[043][表341～ 3]

[332]

図示 (水勾配は1/200以 上とする)

[022][332]
[325]
[326]
[332](lln) ※25

(M4C工 法、M4DI工 法)・ 行う

カラー )  使用量は製造所標準仕様

※ 3種  ・ 4種

施 工 箇 所
※樹脂注入工法

欠損部改修工法による)

[414][432][436]

・行う (※全画  ・図示の範囲)
既存モルタル撤去工法 (範囲は図示 撤去部分の補修は、3

注入量 (m1/1)ひ t

1下 ※200～ 300

密
着

工
猿

※50～ 100

※70く
動武
悪擢蓬文ェ法 00超え～05以下

※150～ 250

次に掲げる指定建設機械は、憐気ガス対策型とする。

)ヽバ ックホウ
2)ト ラクターシヨベル
3)発動発電機
4)空 気F主緒機
5)ロ ーラ類
6)ホ イールクレーン

エ事施工において、自ら立案実施した創意工夫や工事特性に関する項目、または地域社会への貢献

として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の様式により提出することが

できる。

1)受注者は、雇用保険法、労働者災害補償保険法、健康保険法及び中小企業退1,競金共済法の規定

により、雇用者等の雇用形態に応し、雇用者等を被保険者とするこれらの保険に加入しなけれ

ばならない。

2)受注者は、雇用者等の業務に関して生した負傷、疾病、死亡及びその他の事故に対して責任を

もつて適正な補償をしなければならない。 (法定外の労災保険を含む)

3)受注者は、建設業退耳歳金共済制度の対象労働者数及び就労予定日数を的確に把握し、その掛金

収納書の写しを工事昼青負契約4落結 1ケ 月以内及び工事完成時に、監督員を通じて発注者に提出

しなければならない。

着工に先立ち地下に埋設されたガス管、電話ケーブル、給排水管及び架設物がないか関係機関の協

力を得て確認し、報告するとともに事故を未然に防ぐよう留意する。

「石,H県建設工事総合評価方式試行要領Jに基づく「技術提案Jが ある場合は、提案内容を本工事

において確実に履行し、受注者は「技術提案履行状況報告書」を監督員に提出のうえ、履行状況の

確認を受ける。なお、受注者の責任以外のI理由等により、変更等の必要が生した場合は、事前に監

督員に協議する。

1)積載重量制限を超えて土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

2)さ し枠装着車、不表示車等に土砂等を積み込まず、また積み込ませないこと。

3)過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から■砂等の引き渡しを受けること等、過積競を助長
することのないようにすること。

4)取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を上砂等運

搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を合歯ずること。

S)建設発生土の処理及び資材の簾入に当たつて、下甚青事業者及び骨材納入業者の利益を不当に害

することのないようにすること。

6)「 ■砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」 (昭和42年 8月

2日 法律第131号 。)の 目的に鑑み、法第 12条 に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体
への加入者の使用を促進すること。

7)1か ら6に つき、元請建設業者は下請建設業者を十分指導すること。

当該工事は、石川県公共事業景観形成ガイ ドラインに基づく重点事業であり、景観に配慮した工事

施工に努めること。

するものである。

ここでいう電子データとは、下表に示す各種電子納品要領等で定めるフォーマッ

工事関係書類の最終成果品を、従来の紙での納品と別にCD R、 llVll R又 は8R Dで ,部

納品する。
3 工事着手時には、事前協議テエックシートを用いて事前協議を行うものとする
工事関係書類の内、電子データでi′星出するものは、事前協議にて決定する。

称名

営絡工事電子細品要領 (令和 3年版)

宿庁営絡事剣日系る電子細品運用ヴイギライラ 【営繕工事編】 1全和3年版 _
it go

を行 ものとする

httpi//h・
"w

に基づい

行わない

任騒音 ([∃ )、 低振動型建設機械を使用する。

※行う 行わない

※行う (「電子納品仕様書」による。)

電子紬品仕様書

ミエポキシ

珊 脂注入工法＼
裡
縁
工
法

特 記 事    項

事故の補償

景観への配慮〇

３‐
　

＠

　

①
　
　
　
①

O 創意工夫等

④ 保険の付与及

⑩ 電子監内品

⑩ 排出ガス対策型

建設機械 回

ゲンプトラック

等の防止

等 に

総合評価時にお

ける技術提案

「
  子昔振動の防止

隣接建物又はエ

作物の調査

・既存外壁仕上げ材等撤去後の躯体面 (仕上げ材等撤去範囲)

調査内容

ひび割れの幅及び長さを壁面に表示する。また、ひび書Iれ部の撃動の有無、漏水の有無及び

鈴汁の流出の有無を調査する。

コンクリー ト、モルタル及びタイル等のはがれ及びはく落部を壁面に表示する。

6

3と

また、欠損部の寸法形状等を調査する。

ル及びタイルの浮き部分を壁面に表示する。

は〈落部分等を壁面に表示する

新規上塗り材との適合性を確認する。また

部数 ※ 2部

引張り接着性
項 目 伸び (0′ 0)

[425]

[428]
26][435]14]

シ樹脂 (JIS A6024低粘度形又は中粘度形)

り)

り部の補修方法

検査 (コ

行 う

Uカ ット

(・ エホキシ樹脂モllタル ・ホリマーセルトモルタル)
10以上 100以 上常温 |

300以上

加榊変化
ドリマーセメントモルタルの充填
※行わない  行う

シーリング材
レタン系シーリング材

成分形

押出し性 60秒  以下
可 と

墜 50% 以下

3)既存露出防水層表画の仕上げ塗装の除去
・イ子う
4)断熱工法の断熱材の厚さlml)
※23   ・
5)下地に部分的に密着又は接着を行う工法
※製造所の標準仕様

1)

工法 )

4AS工 法 、 M4ASI工 法 )

2

一

一

2)二 重 ドレン
・設ける (・ POAS工 法 ・ POA

M4ASI
POASI

[326]

[342〕

[344]

施 工 箇 所 1)

リマーセメ

してし こと

周囲を汚損しないこと

において製造所の指定する期間又は

24][435][44

2)対 象とする紋着体を浸さ
9)常 温常湿 (温度5℃～35℃

か月間保存した後に

接
着
工
法

圧縮強さ
湿潤時 低温時

項  目 曲げ強さ(N力画
2)

200以 上

:いこと。表面状態 だれの下がりj

その他 ホリ子セルトモ″
"Wこ

用いる高分子エマルシウは、常温常湿に
変資 しないこと.

[445]ン樹脂

断
熱
工
法 圧縮強さ

(N/,m2)

曲げ強 硬化収縮率

(%)項  目
初期硬化性

(N/12)

l長着強さ

0/12)
500以 上 300以上

その他

鍵鍾季鐙轍 舗姦

充墳工法

充填材/1  ※ ポリマーセメント
・モルタル塗替え工法

塗替え材料 ※  「改修標仕J43
仕上げ厚又は全塗厚が25mmを 超える

※適用する (範囲は図示)

※ステンレス製アンカーピンを

を張る。

[438]

ステンレスラス等

[435]
一不
材

図

地 )

1

可とう性エポキシ樹脂 (435に よる)

[414][428][435]t430]

[4 1 4][4 2 8][4 3 5][4 3 10]

適用する  (形状 ※図示

シール材料

・パ,状エポキシ樹脂  (40

モルタル (4

5(5)に よる
場合の処置

興

欠損部改修工法

挽 蝉      (建蘇
中
A-02

回面名

設 計

石 川 県

国名 建築改修工事仕様 ;

酪 月ヽ A司=出 情 諜

改修使用材 I半

改質アスファルト

シー ト防水

合成高分子系

ルフィンク'ンい

2)仕 上げ塗料塗り(S― Fl、 St― Fl、 S― Ml、 SI―Mlの窃合)
・シルバー ・カラー
3)新規防水層の仕様分類
・非歩行  ・軽歩行
4)断熱材はグリーン醸入法における特定調達品目を使用すること。固
・架橋形発泡ポリエテレンフォーム 厚さ(  )IIЛ
・押出法ポリエテレンフオーム 3種 B 厚さ(  )mm
5)PCコンクリート部材下地

目地処理 (桜着工法)  ※回示
入隅部の増B長 り(種別S― FIの場合)   ・行う (幅    m程 度)
6)二 重 ドレイン (POS、  POSl) ※設ける

⑥

∪

②

③

工手用水

工事用電力

工事用道路

指定仮設

足場その他

構内既存の施設    御 用できる (※有償  ・無慎) ※利用できない

構内既存の施設    O利 用できる (※有償  ・無憤) ※利用できない

工事用道路 (数地内外)は良好なる維持管理を行い、使用後は請負者において速やかに原形に復旧

すること。

指定仮設の適用  ・仮囲い  ・敷鉄板 (※図示)

仮囲いは、下記により強風に対して倒壊、飛散等しない堅回な構造とし、事前に樋工図を提出して

監督員の承諾を受けること。

イ)材料  ・鋼板  ・亜鉛波形鉄板  ・単管バリケー ド
ロ)高さ   ・18m  ・20m   ・30m
ハ)塗装   する  ・しない 。塗装品
二)延長  ・   m
その他の指定仮設  ・
(種男1、 規格、仕様)

1)外部足煽                                  [221]
(1)足場の種類

※枠組本足場 (手すり先行足場 )

・くさび緊結式足場 (手すり先行足場)

足場を設ける場合は、「「手すり先行工法に関するガイドライン‖こついてJ(厚 生労働省平成21年

4月 )の「働きやすい安心感のある足場に関する基準Jに適合する手すり、中さん及び幅木の機

能を有する足場とし、足場の組立て、解体又は変更の作業は「手すり先行工法による足場の組

立て等に関する基準Jの 2の (2)手すり据置又は(3)手すり先行専用足場方式により行うこと。

900粋

布 枠
500布 枠X2枚 ※500+240布袢

・500布枠Xl枚
500布枠Xl枚

※ネット状養生シー ト又は養生シー ト

・防音パネル なお、出入口等の上部は必要に応して防護柵を設ける。

は>ゃたつ、足場板等

E種C種 D種

よる

※設置する

[221]

[221][表221]

設置しない

2)内 部足場
種別  ・ 枠組み糊足場

3)材料、撤去材の運搬方法
・ A種    ※B種



材料 [682]
[414][435][4311～ 16][表 435～ 6]モルタルを撤去しない甥合 色

K20  ・25のないもの <FSアンカヒンの本数

(本 /m2)

注入口の箇所数

(笛所/12) ガ  ・無地又は注入量

指定部
改惨工法の種類

④見本の製作等

・建具見本の製作  (建具番号
・特,宋な建具の仮組  (建具番号
⑤建具回り等の充填モルタル

[515]
)

)

5201)

モルタルに混入※16 ※25 ※25アンカービンニング部分

エポキシ樹脂注入工法 〉〈60
び圧

比 110)

暁
く

項 目 混台 割合

凝駕)(25※10 ※20 ※12 ※20アンカービンエング企画
エポキシ樹脂注入工法 冶発 1時間 以上 下

開開形式    ※手動式 ・上部電勤式 (手動併用)          [5122][表 51つ 1]

外部に画するシャッターの耐風圧強度

耐風圧性能 (    )N/m2                        [5122]
スラット 厚さ (,m)※ OS ・08             [5123][表 5122]

材質  ※ 」ISGe312(塗装溶融亜鉛めっき鋼板又は鋼帯 )
・ 」ISG3322(塗装溶融55“ ,ルミニウA―憂鉛合金めっき鋼板及び鋼帯)

形状  ※ インターロッキング形  ・ オーバーラッピング形     [5124〕
ガイドレール等    ※鋼板製  ・ステンレス製Sus304(厚 さ15,In)       [表 5,22]

F′ン式及び機構 [5,32～ 3][表 5,31]

賢 ヒメン ト賞ヨ

,〉 S略以下

又縮性、』彰張性

ゆひび割れ

とりがないこと
※50※13 ※20 ※12 ※20アンカービンニング全面

末り干セルトスラリー注入工法

〔682]

イ ル

)

ビ

工法

材料

記号× 0 ※16 ※25注入口付,ンカヒンニン,‐ 部分

エボキシ樹脂注入工法 ?|ジションビエル床タイル (半硬質)

複層※ 9 ※16 ※ 9 ※16 ※25注入口付アンカーヒンニンク全面

エポキシ樹脂注入工法

ピ

スタンダード形
ローヘッ ド形

ハイリフ ト形

バーテカル杉

・溶融亜鉛めつき製板

Kス テンレス鋼板

(SUS304)

※ステールタイフ

・アルミニウムタイプ

・ファイバーグラスタイプ

チェーン式

電勁式

[51

24][表522

ブラインド

カーテンボックス

種
籟 脚

※16 ※ 9 ※16 ※50注入口付アンカーヒンエン

'全
面

木判マセメントスうJ注入工法
KA-3
弘 -4

剛 -4 70((注 )共 )

100B種
W-5

※300X300 ブロックパターンは
」IS T 9251に よる

視覚障がい者用床タイル

※塩化ビユル系

・磁器又はせつ器タイル

帯電防止床タイル

アンカーピン

材質 ※ステンレスSuS304、 呼び径 4 mmの丸樺で全ネジt】 り加工したもの
注入日付アンカーピン

材質 ※ステンレスSuS304、 呼び径外径 6 mm

[435]

[435J

性 能

浮き部改修工法

種 類

ガラスの厚さ・構成等については建具表により

・合わせガラス

特性による種類 ※Ⅱ-1類   ・

軸 化ガラス

その他ガラス性能等は下記による。

(」 IS R 3205)

[S132]

耐風圧性能 ( )N/mZ

仕 上 げ
材[524][表 522]

防音 ドアセット ※適用は建具表による
断熟 ドアセツト ※適用は建具表による
耐震 ドアセット ※適用は建具表による
表面処理

項 イ,レ
′ヽ等種 別

匝類 (曲 面は I類 )※フロー ト強化ガラス

・型板強化ガラス

本積概航値L(」 IS K 69¬ による,

10X10。Ω以下、または、

属えい抵抗値 (」 IS A 1454に よる)

10X10Ю Ω未満
ラー)BB-2種 黎線吸収板ガラス

秦着色内部理具 種12 ブロンズブルー  グレー
ゲリーン

外壁タイルB長り全面  ・図示の範囲
撤去範囲 ※下地モルタルまで ・ B長付けモルタルまで

改修箇所 ※既存タイル
',長

り面

・既存タイル撤去面 (・ コンクリー ト面

※樹R旨注入工法

モルタル画)

[414」 [425][445～ 6]
※熟線吸収フロー ト板ガラス

注入日間隔 (耐 1)
〔め複層ガラス

※02以 上～10以下
断熱性、日タ採自動式低Eエボキシ

樹脂注入工法
※4002以 上～03以下

※100～ 200 ※70＼「
動式
惑僣蓬文ェ法 [532][534][表 531]1】 外部に面する建具の性能値等

[523～ 4]

ステレレス製 (Sus316)
防虫網

網の種別

形式

※ガラス繊維入り合成樹脂製

・固定式

・合成樹脂製

※外部可動式

[653～ 4][682][693]

木工事に使用する接着剤に含まれる可望剤は、難揮発性とする。

壁紙施工用でん粉系接着剤、ユリア樹脂等を用いた接着剤のホルムアルデヒドの放散量

※規制対象外   ・第二種             [6114～ 団 [6132][6142][6164]

ホルムアルデヒドの放散量                            [652]
※規朝l対象外    第二種

[652]
K130旦え～10以下 ※150～ 250 熱線反射板ガラス別 耐風圧

材料板ガ K12KW-4
奎 w-5

|・

60  ・ 80

畳下床板

繊維板 (MDF)

※行わない
・行う高性能勲線反射

ガラス

フロー ト板ガラス

熱線吸収フロー ト板ガララ

強化ガラス

倍強度ガラス

ブルー

グレー

ブロシズ

ン,レ′ヽ一 [6103][表 6104～ 8]

仕上日分種類種 男】倍強度ガラス

ボキシ樹脂 (」 IS A6024低 粘度形又は中″占度形)

※行わないア抜取り)

14][42

45]

Uカ ット

検査 [425]
)行う (抜取り部の‡甫修方法

(既存タイル張り撤去面)

ヒ上げК平滑仕上げ  J

“

別充 |
※ フロー ト倍強度テ

ゲレー ・ブルー 厚膜流し展ペエ法 (※平滑

防滑)

防滑)

防滑)

エポキン樹脂系塗床材
ポリマーセメントモルタルの売填
※行わない ・行う

シーリンク41

＼
※ 1成分形又は2成分形

ポリウレタン系シーリング材

[5132][表071]
と

<平滑仕上げ
i・
エポキシ樹脂系整仄材

建具十種類

, ・ガスケット (FIX

[S34]
[530]

[542][表 541]

[542][表 521]

1)簡易気密扉の簡易気密型 ドアセット性能値
※適用する (適用箇所は建具表による)

2)外部に面する建具の耐風圧性

3)材料  ※」IS G3302(溶融亜鉛めっき,円板及び鋼帯)

4)'日板類の厚さ (1枚の戸の有効開口幅 OSO,I]、 又は有効高さ 2,40mを 越える場合 )

※下表以外は表5 4 2に よる                     [544][表 542]

三重ガラス

2)表面色  ※自色  ・ (       )
3)ガラス  ※複層ガラス  ・単居ガラス

[6112～ 6]

享さ 11け法区  分 名:

本部の下枠、水切り板

曇拶肇

213

12以上

8以上

巾75長 さ400以 上

沖骨

フローリシ, 本 ―ト

フローリン

'・

メロック
E ・C種

き

能登ひば

な ら 釘留め工法 (根太張)

釘留め工法 (直張り)

接着工法

緩衝材裏打

板ガラスをはめ込む溝の大きさ                           [5143]
※「改修標仕J図 6141に よる。ただし、強化ガラス及び倍強度ガラスを使用する堀合は性能値等

が確認できる資料を監督賊員に提出し、承諾を受ける。

[5145]ガラスブロック
[表658][表6121]12

表置 状
畳 α

図 示

[542][646]
[表 541]

[542][546][表 521]

簡易気密型 ドアセットの性能値の適用は建具表による

・適用する (適用箇所は建具表による)

外部に面する建具の耐風圧性 防メ 生能
菫 (畳 床 )施  エ A種

タイル張替え工法

張付け材料

B長付けモルタル ('現場調合

接着剤 (JIS A 5557に基づく―

リコーン樹脂系)

35
タイルを撒去しない場合

シリコーン樹脂系)

[414][445][440～ 15]

※ポリマーセメントモルタル

・接着剤 (」 IS A 5557に基づく

タイル部分:長替え工法

張付け材料

畳床 )

〉〈クリア .×無 し K無 し

7ンカーヒ

[5145]壁用金属枠及び補強材

充填量

又は注入量

(m1/箇所)
改修工法のI重類

[602～ 3]

[693][表 691]

材料

防炎性能は、消防法で定める防炎性能を有し、登録されたものとする

・4説 じゆうたん＼
)〈 25アンカー ピンニング部分

ェポキシ樹脂注入工法

※ 16
|※ 改修共仕523のアルミニウム製建具の材料による

IF上パ イ ′形状※12＼ ※20 ※25アンカーピンニング全画

ェポキシ樹脂注入工法

※13
カットパイル

ループパイル

カット、ループ併用

(単 ―色 (無地)

・柄物 (標準色)

(体帯電圧

K3kV以 下
ウィ,'トンカーヘット

,・ フ・ルフエースカーヘ
‐
クト

7キスミンスタカドット

種

種

種
※12

〈
20 ※50※13 ※20アンカーピンニング全函

ホリマーセルトスラリー注入工法

[S145]

[5146][372][表371〕

化粧目地モルタルの色 ※モルタル色

シーリング材料

[693][表 692],フテッドカーペットシーリン

簡易気密型 ドアセットの性能値の適用は建具表による

簡易気密型 ドアセットの性能値の適用は建具表による

簡易気密型 ドアセットの性能値の適用は建具表による

外部に面する建具の耐風圧性

[552]

[6 5 2][5 5 6〕

[542][562]
[表541][表521]

※25※ 9 ※ 16注入口付アンカーヒンニン
'・

部分
エボキン樹脂注入工法

)組合世

※16＼ ※25※ 0 ※16 ※ 0注入口付アンカービンニンク
・全面

エポキン樹脂注入工法 ループパイル
※16

ぐ
50※ 0 ※16注入口付アンれヒンニレク・全面

ホリマーセルトスラリー注入工法

K全画接着工濃

・グリッパーエ法

カット、ループ併用

もの、またただし、防火区画等に用し

けた条件による。

記 [693][表 692]イ
'イ

ルカーペット＼
注入口付アンカーヒンエンク

・

エホキン樹脂注入,イル固定工法
総厚さ (mm)凱 ツミイ)

K65
下カットパイル

陳500 X S00

第二種

フィ,レム

品質 」IS A 5759に よ

り ・外張り

14

15

⑮

O

①

1 9

⑩

軽量シャッター

オーハ・―ヘッドト・ア

ガラス留め材

ガラス驚

ガラスプロツク

積み

ガラス用フィル上

ガラス

浮き部改修工法

工法

[48

アンカーピン

材質 ※ステンレスSUS304、 呼び径 4 mmの丸棒で全ネジ切り加工したもの
注入口付アンカーピン

材資 採ステンレスSuGOo4、 呼び径外任 6 mm

1工 事4章-5
記 事 項項

項記    事目

[454]
L理 範 囲

1)県産材の使用
能登ヒバ、杉は、県産材とし、代用樹種は認めない

2)木材の品質 ※「改修標仕J6521こ よる ・市販品
保存処理末材の適用箇所は「改修榛仕」656(1)(イ )に よる

樹種

[652]

[652]
[表652]

※既存仕上げ画全 松  ・ 杉下地材

`注

等を含む)

槍・能登 ヒバ・軍様 松  ・檜  ・杉

ひび割れ部改修工法

浮き部改修工法

欠損部改修工法

水洗い工法 ※上記処理範囲以外の既存仕上げ画全体

ラワシ材

防虫処理
遣作材 槽・能登 ヒバ 車模 杉

ラル無節

樅 ・檜
能登ヒハ
・

瞑 材
[454〕

[462][表 461]

※下地調整整材  ・ポリマーセメントモルタル

種別及び凸画処理仕上げ
[652][表 651〕3)集 成材

造作用集成材仕 上 材 塗 り
討 1 !名見 付

Kたも ・なら ・し

建物内部の木製建具に使用する表面材及び横着剤のホルムアルデヒドの放散量

※規制対象外  ・第二種
フラッシユ戸の表画材の種類

※天然木化粧合板

かよち戸の樹程  かよち (         )
ふすよの上張り  ※新鳥の子又はビニル紙程度
枠及び靴ずりの材料

枠   ※ 木製枠  ・
'岡

製枠

靴ずり  '末 製  ・ ステンレス製

1)材貨、形状及び寸法
シリンダーサイ ド 外側    ・

内側    ・
軸吊リヒンジの自開装置機能

ドアクローザーのディレー ドアクション

戸当りのあおり止め付き

レツヽ一ハンド,レの′`ックセット ・
2)鍵

[572]

[582〕 [表 581]

[584]

)

自黒むドアの開開機構

※製作しない (但 し既設マスターキーに合わせる)

[502][表 594]

鐙板 (

・ 鳥の子
11672]
[表 573]
[572]

※シリンダー

※サムターン

適用する     ・適用しない
適用する  ・適用しない
適用する     ・適用しない
※641Jl

マスターキー  ・製作する
3)鍵箱 ・適用する

アクリル樹脂エナメル

つや有合成樹B旨エマルションペイント
A種
B種

凸面処理仕上げ

既存塗膜等の除

去及び下地処理

下地調整材

マスチ

"塗
材塗り

化粧ばり造作用集成材
1厚さ(1!l5章 十ヒ

事目

タッテスイッチ

押しボィタンスイッチ
<光線 (反射)セ ンサー
・熱線センサー

・多機能 トイレスイッチ

電波センサー

音波センサー

光電センサー

※スライデイングドア
・スイングドア

造作用単振橋層材)  ・行わない とも9Z」

[5112][表 5111]

凍結防止措置 ・行う (

1】 形式及ど機構
漆崎 義和1  危 i ぢ構 シヤツタ|←ス種

②

10

1 1

12

ヒ・J,床ナト張 り

回

ビEル床,イル張り

床板張り用合積寄

□

合成樹脂塗り床

フローリンゲ張り

□

カーペット敷き

木下地等

固

畳敷き

桜着剤

回

A-03
K上部電動式

(手動併用)

・上部手動式

(自動開鎖型) 設けない
管|[耳用シヤッター

外壁用防火シャッター

屋内用防火シヤッター

防煙シヤッター

設 計

石 川 県

(1)ビニル床シー ト等の除去

※仕上げ材のみ (機着剤とも)  ・下地モルタルとも (※図示の範囲
合成樹脂塗り床材の除去工法

機械的除去工法   目荒工法
(2)改修後の床清掃範囲  ※改修箇所の室内     ・

1)工法                                 [610][632]
(1)既存壁撤去に伴う当該壁の取り合う天丼、壁、床の改修範倒

※壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・図示の範囲

(2)天丼内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天丼の改修範囲

※壁面より両側GOOim程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う

・図示の範囲

(a)間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

※図示

・モルタル塗り

仕上げ厚又は全整厚が25mを 超える場合の処置
・適用する (範囲は図示)

※ステンレス製アンカーピンを縦横201ゝ II程度の間隔に打ち込み、ステンレス等を張る

・図示

2)新設壁下地   ・木製壁下地    軽量鉄骨壁下地

[613][642]

軽量鉄骨天丼下地

(1)天丼の撒去に伴

働 存のまま

1)工法

工法 [62

除去範囲全て)

う取り合い部の壁面の改修

・図示の範囲

②

床改修一般事〕|ヨ

壁改修一般事項

天丼改修一般事覇

②

1 1

1 ?

13

アルミニウ

建具

樹脂製建具

標準型鋼製建具

鋼製軽量建具

重量シャッター

自動

網戸

鋼製建具

木製建具

建具金物

建具

ステン

-1壁 事項

新規建具同回の補修工法及び範囲 ・
②防犯建物部品 ※建具表による
③防火戸

防火性能  ・防火設備   (建 具番号
特定防火設備  (建具番号

防火戸の開鎖機構  ・自動閉鎖機構
・ヒューズ装置と運動

・熱感知器と運動

)

)

[517]
[514〕

(建具番号

(建具番号

(建具番号



[75

種  ・8種A種

C種

鋼製建具
` C弾種  ・B種

下地調整は各

表の注意書き

による
亜鉛めつき面

※B種

A種
A種

[762][表 761〕

[772][表 771〕

塗替えの1三別

新規塗りの種男J

種

種

※

※

塗替えの種別

「塗料その他Jの欄による下地調整

※B種

コンクリート、

モルタル面等

[013]

[914]

[916]

[916]

※改惨標仕913(2)(7)による工法

・切断又は破辞

・要 (方法 :

[913～ 6]

)

)

)(

)

)

不要

除去工法

いる工法 (

除去工法

※手ばらし

[表 7 8 1～ 3]

鉄鋼面 石4岳含有成形板等

る

Al種  ・B-1種  ・←1種・コンクリー ト面

押出成形セメント

瓶面

Al種
BI種
C-1種

A-2:重

B-2イ重

C-2種

称については、

13～ 6]

種  類 所在地
[792～ 5][表 791～ 4]

上塗り塗料  級ヽ  ・ 2級  ・ 3級

A種   ※B種 石,P含 有吹付け材等

※8種

※B種鍬

※A極

石綿台有建材の

処 分

等の除去

石綿含有成形板

等の除去

石綿含有仕上塗

材の除去

ものではない。(注 )

特 記

4)防腐 ,防蟻処理                                 [655]
防腐処理  ・葉剤加庄注入  ・葉紹埜布 (適用範囲       )
防蟻処理  ・薬剤加圧注入  ・業剤塗布 (適用範囲       )
防腐 防蟻剤は、クロルピリホス等含まない非有機リン系の表面処理用木材保存剤とし、種類
及び品質等が確認できる資料を監督職員に提出し承諾を受ける。

防腐・防蟻処理の方法

現場における加工が生した場合には、加工した箇所に対し、現場にて表画処理用木材保存剤を

塗布することとする。

5)防虫処理                                    [655]
ラワン材を使用する場合は、「製材の日本農林規格Jによる保存処理の性能区分Klの防虫処
工里を行う。

6)県産材使用証明 固                        
“

5劉

木材及び合板等は、品質や出荷量等を記録した出荷証明書を提出する。

また、設計図書において、県産材の使用が明記されている場合は、工事受注者 (資材の発注者)

は、合法木材供給事業者の認定を受けた納品者が発行する「県産材産地及び合法木材証明書J

及び「納品暮J(合法木材団体認定番号及び産地名が (石川県産)と 明記されたもの)を監督
員に提出するものとする。

)ヽ形式及び寸法  ダブル野縁 。   ,In                    [663]
ただし、建築基準法に基づき指定する条件により、定よる風圧力に対応した工法を122[純エ

計画書]による品質計画で定める。                       [664]

適用しない

[664]

[673][表 67,]

1

[664]

図示

・行う 機強箇所  ※ 図示
補強方法  ※ 図示

・SO形   ・65形   ・ 00形   ・ 100形
※スタッドの高さによる区分に応した種類

1)形式及び寸法
スタッド、ランナーの種類

箇所数 。当該階において 9箇所程度
天丼下地材における耐震性を考慮した補強

2)工法
引抜き試験  ・適用する
屋外の場合の試験

荷重   ・ 400N

規格等」ISの記号 1)リ サイクル製品を使用するものは「石川県エコ リサイクル認定製品Jを優先的に使用すること
石川県エコ・リサイうル認定製品   ・使用するメ ン

備考NW 使用箇所

ンシ手イフ,イハ・―ホ
・―

[7102][表 7,01〕種

種

[7122]

C種※B種

※B種
塗替えの種別

新規塗りの種別

比書I合が50H以 上であること

体積比20%以 下の接着剤

ことができる。 塗   料適 用 箇 所

油性  ・氷性
)

)

※フラットタイプ (※ 0 .
・凹凸タイプ (※ 12 ・15

ロックウール化雑吸音板

※フラットタイプ 0((個 )不燃)
・凹凸タイプ (※ 12・ 15)((個 )不燃 )

ロックウール化*庄吸青板

(軒天丼用)

GB― R 125(不 燃)

(テーパーエッジポー ド施工箇所は図示)
せつこうボード

95(不燃)化粧無 (下地張り用)
化粧有 (ト ラ′`一チン模糠)

不燃積層せつこうボー ド GB一 NC

⑥

1

1 1

12

12

合成樹脂調合

ペイン ト埜 り

(SOP)

,リヤカカー塗り
(CL)

アクリル樹脂系

非水分散形塗料

(NAD)

耐候性整料塗り

(DP)

Iマルノユンヘイント́室リ

(EP― G)

ヘイント埜り
(EP)

オイルステイン盗り
(OS)

うレ
"樹
脂,=ス塗り
(UC)

木材保護塗料塗り

(WP)

[7コ 2][表 7111]種

種

[7132][表7131]種男1  ・ A種     ※B種

※B種

※B種
整替えの種男J

新規塗りの種男J

125((個 )不燃 )'シージング 環
然〕G8-F 項目

95せつこう
G8-D 125(不

'大

)幅 440,IIイ皇度
模様 (※柾目 ・板目)専 用下地材付き

化粧せつこうボー ド (木 日)

度

・難燃合板

1)事前調査
あらかじめ関係法令等に基づき、石綿含有建材の事前調査を行う。

日視及び貸与する設計図書等により石4マ含有建材の有無について調査する。

調査範囲  既存建物          ・図示

賞与資料 ・建設工事関係資料

2)分析による石綿含有建材の調査  ・行う  ・行わない
分析方法

[151]

定性分析方法

の使用

ishikawa jp/(石 川県 生活環境部 資源循環推進課)

を使用した場合、下記掲示板を設置する。 (但 し、工事語負代金が

リサイク

まヽす。

こと

は、

3)建設副産物リサイク

(注 )建設副産物シンボルマークのデザイ

リサイクル

して

を使用

の使用に努めるものとする2)そ の他、リサイ

1.000万円以上のもの )

看板の寸法は90cmX60 とする。

この建築工事ではリサイク

OOOOO000

」IS A 1481-3

」IS A 1481-4
」IS A 1481-1

」IS A 1481-2＼  
材料名

[6132][表 3′ i」軽量鉄骨下地ボード達音壁の進音シール材

※適用する  ・適用しない

[6143]
[表734][表737]

施 エ
素地ごしらえ

ケ〉種男1

モルタル及びプラスター面
折

A種    ※B種

[6153]適用する既製目地材  ×適用しない
[911]3)

行わない行 う による)

定

修  エ ごと)測定名称 測 :

剤 ヤ 1

測定 9 各 2

セキュリテ

下地調整

屋内の壁・天丼仕上げ材は、防火材料とする。

既存塗膜の除去範囲 (塗替えで「改修標仕J表 721～表727の RB種の場合)
・          ※劣化部分

[721]

[表 721～ 7]
出口吹出し風速l1/sec

以下の位置  ・各ヽ点
※ 測定 5

処理作くミ
(
負圧・除しん装置の排出口

(処理作業室外の場合)
施工箇所

RC種本部

4方向各 1点測定6
＼
工区画周辺又は敷地境界

RA種 子2点測定7
RC縛

RA種
周辺又は敷地境界 4方 向各

'点
(大 気 )測定 a蛉

処理作業後

(隔離シー ト

撤去前)
卜画等

RA種  採R8種   ・RC種
(注 1)

測定方法

定 方

協議する

までは2点、

300市を超えるものは、

よる測定
※行わない

[表 731～ 7]素地ごしらえ

既存モルタル下地等のひび割れ部の補修

行う (補修範囲及び稀修方法は図示)

施工箇所

遭本部
ニター)等の粉じんを迅速に測定できる自動測定器 (リ アルタイムファイ

機器を用いた測定

足

定

測

測

A種

重亜鉛めっき鋼面 」IS K 3850-1
A種  ※B種 試料の吸引時間 (mm)‖定名称 ルフレンフイル,i

コンクリー ト画等

A種   ・ B種せつこうホ
‐― 25 5

測定 4

測定 S

45]

りの種別

4

12045 10   ＼測 足

り

A種   ※B種鉄

'R面

A種   ・B種   ※C種 ＼45 10
測 π

A種   ※B種亜鉛めつき画 A種   ・B種  ※C種 測定

[743][表 744][表746]DPの 場 合

下地の種類

種  ・C種
表7461こ よる亜鉛めつき画

O設置する
・設置しない (〕I途工事で設置等)

※監督員へ提案・協議し、設置することができる (設置費は受注者負担とする)

石川県建設工事情報共有システム実古色要領 (営繕工事編)に基づく。

https://"ww pref ishikawa lg 」p/ei Zen/kijun/kijun himI

利用する (発注者指定型)

※現場着手前に発注者と1″洵議し、利用することができる (施工者希望型)

ろう石川みんなで

(′〕ヽ)

(注 )看板のデザインは監督員に確認すること

漆崎 義和

H750 W900

1

【参考図】

H1400

平成14年 4月 ヽ日

平成15年 7月 1日

平成16年 10月 ヽ日

平成16年 4月 1日

平成
'7年

4月
'日

平成17年 6月 ヽ日

平成18年 4月 12日

平成18年 7月 3日

平成10年 10月 1日

平成20年 4月 ,日

平成21年 4月 1日

平成21年 8月 1日

平成22年 4月 6日

平成23年 4月 1日

平成24年 4月 1日

平成25年 4月 1日

平成26年 4月 1日

平成27年 4月 ,日

平成28年 4月 1日

平成29年 4月 ヽ日

平成29年 7月 1日

平成30年 4月 1日

令和 2年 4月 ヽ日

令和 3年 4月
'日

令和 3年 5月 ,日

令和 4年 4月
'日

令和 S年 4月 ヽ日

令和 6年 7月 ヽ日

令和 6年 10月 ヽ日

令和 7年 4月 1日

(大 )

イメージアッ

情報共有システム

看板

改訂履歴

③

④

A-04設 計

石 川 県

いしかわ週休
2日 工事

余裕期間制度

試行工事

う。)の適用については、次のとおりとする。

なお、週休2日 工事の定義 (4表式)等については、石川県土本部監
'甲

課技術管理室HPの「いしか
わ避休2日 工事 実施要領Jを参照すること。

(1)当 初設計において、週単位の週休2日 にかかる補正係数を乗じている。

(2)受 注者は、工事現場に週休 2日 に取り組むことを記載した工事看板を設置すること。

(3)受 注者は、現場着手前に休日取得 [計画]表を作成し、監督員に提出・共有すること。

(4)受 注者は、工程に大幅な変更が生した場合は休日取得 [計画]表 を修正し、監督員に提出
・共有すること。

(5)受注者は、工期最終日までに、休日取得 [実績]表 を記入し、監督員に提出すること。

(6)分離発注工事の甥合に、各発注工事単位で、現場事務所での作業を含めて 日ヽを通して現

場作業が無い状態も「現場閉所」とみなす。

(7)発注者は、現場開所の達成状況を確認し、適単位の週休2日 に満たない場合は、月単位の

週休 2日 (4週 8休相当)の綸正に滅額するものとし、月単位の運休2日 (4週 8休相当

)に病たない場合は、補正分を減む□するものとする。

なお、通休2日 の確保が確認できなかつた場合であつても、工事成績評定で減点評価は行

わない。

1)余裕期間制度対象工事の内容
(1)本工事は、円滑な工事施工体制の確保を図るため、全体工期の範囲内で受注者が工事の着

手及び完成日を設定することができる工事であり、建設工事に係る余裕期間制度 (フ レッ

クス方式)試行要領に基づき実ちとするものとする。

(2)受 注者は、契約締結日から着工日の期限までの間て、休日を除く任意の日を着工日として

設定することができる。

(3)受 注者は、完成日の期限までの画で、休日を除く任意の日を完成日として設定することが

できる。

(4)工 期は受注者が任意で設定した着工及び完成日を記載する。
(S)受注者は、契約時に現場代理人及び主任技術者選任屑を発注者に提出しなければならない。

(6)受 注者は、着工日までの余裕期間内に工事 (工堀製作、測長、資材の搬入、仮設物や現場

事務所の設置等の準備工を含む。)に着手してはならない。ただし、現場に搬入しない資

機材の準備及び労働者の手配は、この限りでない。

(7)受 注者は、余裕期間の間は、現場代事a人及び主任 (監 J国 )技術者の配置を要しない。

(3)受注者は、着工日までに施工計画書を提出するものとする。

(9)余裕期間制度の適用により増加する費用は、受注者の負担とする。

(10)その他、この特記仕様書に定めのないことについては、建設工事に係る余裕期間制度 (フ

レックス方式)訳行要領によるものとする。

2日2日 日工事J(以下υ

壁紙張り

17 モ,レタ,レ塗り

鋪止め塗料塗り

13

①

16

①

② 下地調整

③ 素地ごしらえ

せつこうホード、

その他ホ・―卜及

び合板張り
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⑫ ⑭ ⑭ 〇 ⑭ 〇 改修内容

壁新設

LGS65の うえ GB― S t12.5貝占り
木下地t20タ テヨコ

構造用合板 (2類)t12下地
シナ合板t5.5目 透かし張り CL塗装

アリーナ床張り替え (設備工事)

床フローリング および 鋼製床組下地―式撤去

鋼製床組敷設 構造用合板t15(2類 )× 2重張り下地
スポーツシー トt6.2貝占り

建具改修

AD― 刊 (3550X2100× 4ヶ所 )
WD-1(3550× 2100X4ヶ 所 )
AW-1(3550× 2380× lヶ所 )

改修

撤去

改修

〇

〇

〇

〇

〇

⑭

④

⑫

鮭́
‘

空調機設置 (設備工事 )

空調機床下設置

点検ハッチ および メンテナンスハッチ 新設

給気器新設
(還流口周囲部)
6 X20 100 mEXPゴ ム

XPゴム
(床壁取合
6X2521

い部、床点検口 (ハ ッチ)周囲部)
8m

AD-1改 修詳細図 1:5
化 F Lt4撤去

AD-1

VV D-1

〇
〇
『

WD-1

AD-1 直
一甘

WD-1

AD-1

―改修前―

―改修後―

F Lt4新 設のうえ ガラスフイルム貼り

Aヽ/D-1

AD― 耳

甲
慨
囃
眠

ス フ )レム貝占り

」
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l R1631,500

二 250 5 250 5,250 5, i 250

④ ⑫ ⑭ ⑭ 〇 ④ 〇

AW-1改修詳細図 1:1

アルミ引き違い窓

アルミ引き違い窓

〇

〇

②

④

の

⑭

④

⑫

ラスt4撒去

1

―改修前―

―改修後―
アルミガラリ 新設

アルミガラリ

アルミ方立て

x窓 (強化FLt4)

ルミ方立て 新設

ix窓 (3蛮化FLt4)新 設

力′

(

ルミパネルt4新設

AW-1

室
館
と腎△裸

部室 1

部室2

1級建築士登録番号 第276756号 漆崎 義和

名称  宝達中学校体育館空調設置工事         図面番号
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◆ 外部仕上表 ◆

改修内容部位 現況仕上記号

高圧水洗浄

無機資系複合リニユーアルエ法

(参考 :Sク リー ドリストアエ法)
外壁

コンクリー ト打放補修 (B種 )
フッ素樹脂塗装

既存塗装高圧洗浄、RB種下地処理
無機質系複合リニューアルエ法

(参考 :Sク リー トリス トアエ法)

アクリルシリコン樹脂系仕上塗

外壁

コンクリー ト打放補修 (B種 )
アクリルシリコン樹脂系仕上塗

鞠 外壁

コンクリー ト打放補修 (B種 )
フッ素樹脂塗装

外部巾木
コンクリート打放補修 (B種 )
フッ素樹脂塗装 lFL打継目地まで①

⑥ EXP 」 アルミ既製品

打継目地 誘発目地 化粧目地
既存撤去のうえシーリングMS-2 20X15③ 外壁目地

打継目地 誘発目地 化粧目地
シーリングMS-2 20X15

VPカ ラー管100φ① 堅樋

校舎棟

31,5o0

FL

L

南側立面図

④ ⑫ ⑭ ⑭ 〇 ②

L

〇
い
い

▽ 2F L

L

西側立面図

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ⑫

▽ 3FL

検合棟

▽ 2FL

lF

北側立面図

◎ ⑭ ④ ⑭ 〇 ⑫ ④
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〇
〇
Φ

ポリスチレンフ

― ¬A

〇
〇
一
ミ

―ムt100

G S65

風
道
↓

―改修前… ―改修後―

CL塗装

吸込口用
ガード①

RAガ
吸込グ
1000X

ラリ 12ヶ 所

(参考

リル (フ イルター付)
600  月亀題ミ2800CMH
メーカー 三菱重工)

L塗装 新設

B― S

L G S65新設

― ザ

撤去
レブラインド撤去

木CL塗装 新設
ゴム6X25新設

― ツ

栽費機,そ 1頴乱重張り下地新設フ ロ

履ユ/律軽!接跡
張執撃
去

下地組 新設
下地組 撤去

a詳細図 1

撤去シナ合板七55目 透張り CL塗装 新設
(I類 )七12張 り 新設

b詳細図 1:
下地t20タ テヨコ 新設

B― St12 5張 り 新設

L G S65新設
RCスラブ

CL塗装 新設

合板t55日透張り CL塗装 新設
(I類 )t12張 り 新設

CL塗装 新設 タテヨコ 新設

ポーツシー ト貼りt62新設
B― St12 5張 り 新設

合板 (1類 )t15X2重 張り下地 新設

1級建築士登録番号 第276756号 漆崎 義和

名称  宝達中学校体育館空調設置工事       図面番号

A-09
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―改修前… ―改修後―

プ
内消 互

===テ

屋内

木製見切り Cと塗装

GB― St12 53長 り
木下地t20タ テヨコ
合板 (Ⅱ 類)t12B長 り

木建 撤去シナ合板t55目 透張り CL塗装 3
シナ合板t55日 透張り CL塗装

合板 (I類 )t12B長 り
木下地t20タ テヨコ
GB― St12 5E長 り

RAガラリ
吸込グリル
1100× 600

3ヶ

(参考メー

(フィルター付)
風量2400CMH
カー 三菱重工)

L G S65

木製見切り CL塗装

平面詳細図 平面詳細図 c詳細図 1:

L G S65新

3ヶ

Ftt A RAガラリ
吸込グリル
1100X600

3ヶ
(フ ィルター付)
風量2400CMH
カー 三菱重工)(参考メー

GB― St12 5E長 り
木下地t20タ テヨコ
合板 (Ⅱ 類)t12張 り

撤去シナ合板t55目 透張り CL塗装

木製見切り CL塗装

木建撤去シナ合板t5各最環琴整)t携彙窃
木下地t20タ テヨコ
GB― St12 5張 り

構造用合板 (1

矩計図
(防球ガードは、図面表現上省略したものとする)

※ 壁新設②アは壁新設②を左右反転させたものとする
A-10

屋内運動場

鞍套

¬

|フ ローリングt180特殊張り
書造用合板t120下 地 (1類 )

床下地組撤去
¬

|
木製廻縁CL塗装

三菱重工)

ル タ―付フレ

り 3ヶ

屋内運動場

3ヶ所

巾 L塗装

EXPゴ ム6X25

矩計図

図 名

1

03 株式会社金沢計画研究所
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1辛及建築士登録番号 第276756号 漆崎 義和

名称  宝連中学校体育館空調設置工事         国面番号

A-11
縮尺  A3:1/100      日付 202603      株式会社金沢計画研究所
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※床下基礎はA・ B共通で 6組を含む物とする
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MWC

※優先順、ライン色は参考とする。
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床下基礎詳細図  6組  S=1/20

(建築本体工事二含ム )
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亜鉛合金製

148 フロアープレー ト
亜鉛合金製
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VT-7060
バ ドミン トンポス ト用床金具  3組

S=1/6
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名称  宝達中学校体育館空調設置工事         回面番号
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霜更  A3:i/250      日付 202603      株式会社金沢計画研究所

体育施設明細

記 号 品  番 名 仕 様 数 量

A
Vイ ー 60S8 バレー・テエスポスト用床金具

板張用アップターン丈 亜鉛合金製
ッヶットダクロ仕上

3 組

B

VT-7060 バ ドミントンポス ト用床金具
板張用アップターン式 亜鉛合金製
ッヶットダクロ仕上

3 組

用具庫-2用具庫-1 ステージ

体育館
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ライ ン引き明細 ※2液ウレタン型エナメル塗料

曖先順 記 号 コー ト名 ョー ト寸法 仕 様 色 数量

1 バスケットコー ト 15MX28M
全線 新ルール
ライン巾50mm

青 2 面

2 バ レー コー ト (6人制 ) 9MX13M
全線

ライン巾50mm
白 2 面

3 バ ドミントンコー ト 6  1 MX 1 3  4M
全線

ライン巾20mm
黄 3 面

4 テニスコー ト 23 7MX10 07的
全線

ライ ン巾 50mm
赤 1 面

5 250 5
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り
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・６。膊Ｓ〓１／６
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Ｖ
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58
用床金具  3組バ レー④



防球ガード②詳細図

下部カバー

〒 2-M6ボ ル ト溶 接

FB3x38

関 西 パ イ プエ 業 製

21

上部カバー

４０

下

20

L40+40キ3

持

関 西 パ イ プエ 業 製

6-φ 5.3 1級建築士登録番号 第276756号 漆崎 義和

名称  宝連中学校体育館空調設置工事         図面番号
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防球ガード①詳細図

下部カバー

2-M6 ボ ル ト溶 接

FB3x38

関 西 パ イ プエ 業 製

上部カバー
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No 工事内容
元請け工事 ユカリラエ事

備考
建築 電気 設備 空調 床下地

1 室外機基礎 O スライドプロック

2 アンカ O

3 室外機据付 O

4 室内機架台 O

6 室内機据付 O

6 ドレンアップキット据付 O

7 配管用貫通ヨア穴あけ O レントゲシ調査共

8 配管用貫通パネル穴あけ O

9 冷媒配管 O

10 ドレン配管 O

11 区画貫通処置 O

12 貫通部穴埋め補修工事 O

13 O

14 室内外渡り配線.結線 O

15 集中リモヨン配線・結線 O

16 リモヨシ O

17 ドレンアップキツト電源配線 .結線 O

18 冷媒ガスチヤージ O

19 試運転調整 ○

20 露出ドレシ配管保温 O

露出冷媒配管SUSラ ッキング O

22 木建解体 O

23 既設窓解体 O

24 既設間仕切壁解体 O

25 外気ガラリ O チャンバー接続用短管、外壁処理共

26 OAチャンバー O 除塩フィルター、プレフィルター、架台共

27 チャン O

28 既設排気ダクト盛替え O ダンパー取付

29 既設排気FAN用インバータ調整 O

30 既設FAN廻 り工事用仮設足場 O

31 給気用MD O

32 結線 O

33 給気用MD連動制御 O 既設排気FANと 連動

34 LGS間仕切り壁 O 外壁側保温

35 HS制気日 (RAガ ラリ) O フィルター付き、防球カバー

36 天丼点検日 O 集中リモヨシ配線用

37 既設床下換気ダクト鉄板塞ぎ O

38 二重床内外周り立ち上げ壁部断熱工事 O

39 床面塁出し O

40 り壁 O

41 床スラブ面清掃 O

42 床面・断熱材 O

43 支持脚 大引きの取付 O

44 床下流路 (チャンバー)の設置 O

46 床下流路のVD取付 O

46 根太鋼 O

47 床合板張り 2枚張り O

48 床還流日 O

49 床下点検日 (600角 ) O

50 室内機用更新用点検日 O

51 下地合板目地処理 O

52 スポーツシートエ事 O

53 エキスパンションゴムエ事 O

54 ヨートライン引き O

55 清掃 O

工事区分表

K‐01

揆全令汁◆沢計画研究所
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▽ 3FL
〇
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寸

(除塩フィ

ルミ(塩害処理)▽ 2FL

0

匝
(外 )

▽刊FL
GL

(内 )

5,250 5,250 5,250 5,250 5,250 5,250 1,170

,170

内外渡り配線共巷(CV 2□ -3)
系統システム図 1/150

D

□
ドレンポンプキット
(オーケー器材) 既設雨水側溝

(外 ) (内 )

配管概略図 NiS.

新設機器表

注記

1)※ 1

※2は区画貫通処理・補修

出酉己管はSUSラッキング

4)ドレン管はHIVP

5)明記なき場合配管は配管概略図に従うものとする

6)配管外壁貫通に伴う既設窓ガラス・木建の

解体補修は建築工事

7)屋外支持,岡材は耐塩仕様
8)ガラリボックスは水勾配を設け雨水排出構造とする
9)新設間仕切壁は建築工事
10 新設間仕切壁内、外壁側は保温(建築工事)

K‐02

ホール
０
ゆ
∞
．Ｎ

L
屋内逮動場

０
い
∞
．Ｎ

|

十

希白 
『

一

記 号 名    称
設置場所

台数 様仕
電気

備    考
階 室   名 相 電圧 容量(kW)

YAC-1 ′ヾッケージエアコン 型  式 天埋ダクト型パッケージエアコン :ヽ1 3 200 多考セット型番

天埋ダクト型 1: 房能 力 kW 250 COMP 73 =DUV2806H5A

屋外機 1 ヨ外 10 暖房能力(kW):280
ごAN(タト) 86Wx2 三菱重工冷熱(株 )

1 堅内運動場 床下 10 量 (CMH): 4800 〒AN(内 ) 130+350W

圧 (Pa 200
R32

属品―式    アクテ ブフィルター
集中管理アダプタ   防振ゴム
フ ー ― ケ圧対応 ドレンポンプキット

CR-1 集中管理リモコン 1 職員室 1 型  式   :セ ンターコンソール 1 100 9W 参考型番

属  品  :標 準付属品―式
菱重エ 株 )

3R-2 ON/OFFリ モコン 1 屋内運動場 用具庫3 1 型  式 センターコンソール 1 100 17W 型番

属 品―式 SC― SLl N

三菱重工冷熱(株 )

躾f会対令沢計画研空所



5,250

12

内外渡り配線共巻(CV 2□ -3)

⑩

⑬

④

②

④

ドレンポシプキット
(オーケー器材) 既設雨水側溝

(外 ) (内 )

配管概略図Nユ

〇
〇
Ｎ

ｒ
寸

⑬

⑭

⑬

⑫

注記

※ | 明・補修(レントゲン調査込み)

※2は区画貫通処理・補修

3)露出配管はSUSラッキング
4)ドレン管は削VP

5)明記なき場合配管は配管概略図に従うものとする

6)配管 伴う既設窓ガラス・木建の

事

る

9)

10 新設間仕切壁内、外壁側は保温(建築工事)

1/200
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40,890
310

1

4,2004,5004,5004,500え,5004,5004,5005,200

ｒ
韻

下室Ⅲ

BⅧ
＼

1450X単ャレバス1450 xI
×

/魅「制嘲剰Ⅷ

10
ウォーターベスト

(外
25

41,200

1450X2 X
1450X

一
≡
　

一
0

IF平面詳細図 1/100

127

lF立面詳細図 1/100
注記

1)※ 1は穴明・補修(レントゲン調査込み)

2)※ 2は区固貫通処理・補修
内外渡り配線共巻(CV 2□ -3) 3)露出配管はSUSラッキング

4)ドレン管はHVP

5)明記なき場合配管は配管概略図に従うものとする

6)配管外壁貫通に伴う既設窓ガラス・木建の

解体補修は建築工事

7)屋外支持鋼材は耐塩仕様

□
ガラ1)ボック る

ドレンポシプキット
(オーケー器材)

新設間 事

0 新設間

(内 )

K-04
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(外 )

既設雨水側溝



1,8103031,t

5,250512505,250 5,2505,250 5,250

6500

1/100

罵「

既設ファン廻 去し

6500

1/100
Ｏ
①
∞
〇^
寸

い
ヽ
い
．寸
寸

※既設FAN廻り工事用仮設足場、建築工事 新設ファン廻り 設

※2

⑬

②

⑬

②

岬
＼

ヲ

○

○

閉

り
町

陶

И X3

妥書 三響
ラ

(プレフィルター・除塩フィルター設置)

(外気ガラけ建築工事)

注記

※1は穴明 込み)

※2は区画貫通処理・補修

3)露出配管はSUSラッキング

4)ドレン管は酬VP

5)明記なき場合配管は配管概阻各図に従うものとする

る

9)新設間仕切壁は建築工事
事)
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点袂口(パッキ

月

室 名 屋内運動場 2F

器具名 外気ガラリGR 1800 X 1450

風 量 8,000m3/h

ボックス 2000X500X1550H

(内貼り25mm)

④

2F車両図 1/200

10 新設間仕切壁内、

動 唾



内外渡り配線共巻(OV 2□ -3)

D

ドレシポンプキット
(オーケー器材) 既設雨水根1溝

(外 ) (内 )

〇
∞
∞
一

GR 1800 X 1450(建 築工事)

膝訪げガ磐♭;'膠潮
―

MD700X 700 x2
FD 700× 700 x2

処理風量:8000m3/h
則

2,000 J

※外気ガラリアルミ(塩害処理)
他SUS製

チャンバー架台立面図1/50

四
970

※架合の脚は大走の勾西訓こ合わせて微調整

室外機用架台立面図1/50

注記

1)※ 1は穴明・補修(レントゲン調査込み)

2)※ 2は区固貫通処理・補修

(外 )
3)露出配管はSUSラッキング
4)ドレン管はHVP

1/60

5)明記なき場合配管は配管1既略図に従うものとする

6)配管外壁貫通に伴う既設窓ガラス・木建の

解体補修は建築工事

8)ガラリボックスは水勾配を設け雨水排出構造とする _
9)新設間仕切壁は建築工事
10 新設間仕切壁内、外壁側は保温(建築工事)
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2,025

5 200 4,500 4,500 4,500 4,500 4,200 800

(内 )

4 500 4,500

41,200

② ② ④ ④ ①

1,700

①

②

⑩
制気ロリスト

(外気ガラリ:建築工事)

(建築工事)

室 名 屋内運動場 lF

器具名 HS l100× 600(フイルター付)

風 量 2,800m3/h

(建築工事)

注記

Xl

③

X12

)(6

1)※ 1は穴明
2)※ 2は区画貫通処理・補修
3)露出 ング

4

ユ 9)

明記なき場合配管は配管概略図

6)配管外壁貫通に伴う既設窓ガラス

解体補修は建築工事

る

I

|

J
|

]

]両
|| |‖

ｒ
ｒ
ｅｌ
‥

/

室 名 屋内運動場 2F

器具名 外気ガラリGR 1800 X 1450

風 量 81000m3/h

ボックス 2000X500X1550H

内貼り25mm)

室 名 屋内運動場 lF

器具名 HS 1000 X 600(フ ィルター付)

風 量 21800m3/h

壁内、外

⑩

4,800 4,200 4 500 4,500

⑩ ⑩

4,500 4,500

⑭

4.500 5,200

2,025

10

壁は建築工事

J観酸江釧 乱画研虫駈_

41 200

州
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1,700
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国 天丼点検口600□ (建築工事)

②
注記

1)※ 1は穴明・補修(レントゲン調査/区画貫通処理込み)

2)配線の居室内露出部分はメタルモール

図 1/400 K-08
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アリーす 1岡製床仕様 (支持脚 特Aタイプ)

仕 様規格寸法き[ 1立

メヽット型-40× 62× 110× tl.21 根太t岡@300
」ISG3302 SGCC Z12 (溶 融亜鉛メッキ3岡帯)

下部門放型-50× 60× t162 大31t岡③900

3 根太1岡小□塞ぎ
CRスポンジt20

4 大引全岡小日塞ぎ

SGCC Z12根太鋼蓋 PL―t055

」ISG3131 SPHC (電気亜鉛メッキ2級 (5μ )以上)52.5× 595× t4大引止金具6

」ISG3302 SGHC Z12 (溶融亜鉛メッキ鋼帯)60× 74X t2.3大31受金異7

」ISG3386(防振ゴムーゴム材料 種類A)60× 60X t30クッションゴム8

」ISG3101 SS400 (電気亜鉛メッキ2級 (5μ )以上)M16 寸切ボルト調整ボルト9

」I SG3507-lSWRCH10R(電気亜鉛メッキ2級 (5μ )以上)M16(1種)(3種 )10 調整ナット

」I SG3521(電 気亜鉛メッキ2級 (5μ )以上)M16用11 スプリングワッシヤー

」ISG3302 SGHC Z12 (溶融亜鉛メッキ1岡板)プレス加工品
50XW160× D50Xt3
特Aタイ

12 スタンド型支持台

」I SG3507-lSWRCH18Aめ4× 16根太ビス13

100× 100× t2根太パット14
塩化ビ三ル

67×60× t2大ヨ|パット15

天然ゴム (NR)35×49× t216 支持台パット

鋼製三価クロメート (タ ップスター STP645)6× 4517 ねじ込み式アンカー

ラワン構造用合板t1513 合板

ラワン構造用合板t1519 合板

スポーツシート(弓」途工事)t6.220 仕上材

押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種 bt20(スラブ面)/t50(外周部21 断熱材

変性シリコン樹脂系接香剤22 接着剤

大そ畢年二]コ
本オ質 iSGHC Z12(」 IS G 3302)

穴あり
材質 :SGHC Z12(」 IS G 3302)

Ｃ
Ｃ
ミ
晴

①

①

阻 全壮 令翼計画属頭語

|



アリーす 床下部空間チャンバー仕様

仕 様部 位 規格寸法

40× 45XtO.45角スタッド1

」IS G 3302 SGCC

47× 30× 40× tO.62 ランナー

耐水石膏ボードt9.5流路成形板 (仕切板)3

NRゴムt3× 90× 10m4 ゴム板

SGCCL-30× 30× tl.25 ゴム板受材

SGCCL-30× 30Xtl.2仕切り板受材6

シングル野縁 SGCC25× 19× tO.87 ゴム板押え

MBテクス固定ビス 4× 258

合板t9,09 隙間パッキン材

SGCC Z12PL― tO.510 根太全岡蓋

SGCC Z12C-25× 10× tl.O振れ止め

CRスポンジt2012 大引鋼小□塞ざ

押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種 bt20(スラブ面)/t50(外周音E断熱材¬3

変性シリコン樹脂系接香剤14 接苦剤

床下部 メインチヤンバー

劇
．Φ
∞

床下部 サブチヤンバー

劇
．Φ
∞

砂 ＼
◎

/＼

館 全壮 金買計画研冤所



アリーす内設備スペース 鋼製床仕様 (支持脚 特Aタイプ)

仕 様規格寸法きl 位

アヽット型-65× 50× 76× t l16根太1岡③3001

」ISG3302 SGCC Z12 (溶 融亜鉛メッキ:岡帯)
75× 75× t2.3大ヨ1鋼③16502

」ISG3302 SGHC Z12 (溶 冨1亜鉛メッキ1岡板)プレス加工品
H150× 60XD50× t3
特Aタイプ

スタンド型支持合3

SPHC (溶融亜鉛メッキ:岡板)②1004 丸受

」I SG3507-lSWRCH18Aめ4X165 根太ビス

CRゴム②100 tl.O6 根太パット

②1007 大SIパット

天燃ゴム (NR)35×49× t28 支持台パット

t岡製三価クロメート (タップスター STP1 060)10×60ねじ込み式アンカー9

ラワン構造用合板t15合板10

ラワン構造用合板t15合板

スポーツシート偶」途工事)t6.212 仕上材

押出法ポリスチレンフォーム断熱材 3種 bt20(スラブ面)/t501タト周部13 断熱材

変性シリコン樹脂系接着剤14 接着剤

―
＋
―

ｒ
劇
「
０
蛉
Ｏ
ｒ

ｒ
劃
「
Ｏ

ｒ
∞

ｒ
劃
「
〇
〇

大引鋼治 根太鋼
５０日

乳匡日コ 響ト剛
材質 :SGHC Z12(」 IS G 3302)

1761
材質 :SGHC Z12(」 IS G 3302)
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※ @900大引鋼 

『

※@900大引鋼※一部補強(大引追加)箇所あり

用具庫-3@900支持脚

放送室
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鋼谷

▼
(X × 帥メ

|

奎
颯
‥
‥

（
一‥

〇
い

言

(40X62X l10Xt1 2)

(50× 60Xt1 6

ステージ

暇
ｋ
噂
８
∞
⑨

生
悩
８
ω⑤

用具庫-1

Ｏ

Ю
Ｎ

Ю

Ю

Ｏ
Ю

〇
〇

一
一

吹★
設備

ｒ
＋
―
―
―
ム

Ｔ
寸
―
―
れ

4500

設備スペース
@300根太鋼

(1960 X l100)

10カ所
600× 600)

10カ所
150

4
1450X250
10カ所

500

※
470

|

470

Ｏ
Φ

用具庫-2 風
茸
枢
８
ω
⑤

X600)
2カ所

(200X900)
54カ所

50 12カ PゲF

周囲クッショシヨ
・ム無し

クッショシヨ`ムt30

バ ー

′

470

第276766号 捺崎義刑
B・◆
' K-12

とt小ォ 牟憚計題
『
牢帝

凡例①

床違流口 DA:KEN VSL200*900

研 風量調整ダンバー (VD)300キ 600*L200

M 床下 点検 日  DA[KEN 600キ 600
今日製床下地用 鍵付き

ロ 支持脚 特Aクッシヨンゴム無 DAIKEN

支持脚 特Aクッションゴムt30付 DAIKEN

□ 支持脚 丸受―特Aクッションゴム無 DAIKEN

大引鋼 (50X60XJ 6)

根太鋼 (40X62Xl10Xl1 2)

設備スペース用大引鋼 (75X75 Xt23)

設備スペース用根太鋼 (65X50X76XJ 6)

設備点検口用根太鋼 (65X50X76 Xt1 6)

翻 メインチヤンバー

サブチャンバー

⑩ ⑬ ② ② ⑬ ② ⑬ ⑫



I
用具庫-3

1400 4430

占

3100

■

Ｉ■

アリーナ

400 400

‐，
‐―
‐

L

4

〇
〇
い
Ｎ
Ｎ

干
」

‐―
‐■
‐―
‐■
‐

1450018001800 8002700 1 800470

ステージ

用具庫-1

Ｏ
Ю
劇

Ю

2 「

500
445

」

〇

隣

Ｏ
Φ
ｒ

ｒ
ｄ
『
言

用具庫-2

(300X600
6カ所

②
〇

〇

Ю

ｒ

E]550  1

1450X250
10カ 所

⑬ 第276756号 捺崎義刊
日硝
 K-13

凡例②

メインチャンバー

圏 サブチャンバー

軒 風量調整ダンバー (VD)300Ⅲ 600キ L200

⑩ ⑬ ② ⑬ ② ⑬ ⑫

とせ心井 牟憚計面B申帝



/
I

用具庫-3

1増
I

|

|

放送室
I

I

＼

＼

アリーナ

‐■
‐―
‐■

塩
(600× 600)

2カ所

×900)

54カ所

ステージ

(別途建築工事)

■

「

‐―
‐■
！―
‐〓
‐

MM

(別途建築工事)
板七9

用具庫-1

〇

Ｔ

Ｉ

Ｉ

75

(600X600)
10カ所

(1960 X l100)
10カ所

187807765

444500

0
470

4800

用具庫…2

E]550  1

⑬ ⑬

法貧全壮 令貿計画
『
■帝

凡例③

床違 流 日  DAIKEN VSL200*900

M 床下点検日  DA〔 KEN 600キ 600
銀製床下地用 鍵付き

① 仕上材:スポーツシートt62(男1途建築工事 )

② 下地材 :ラワン構造用合板tl S

③ 下地材 :ラワン構造用合板115

⑩ ⑬ ⑬ ⑫

70



SA側   床下部 メインチヤンバー
床下部 メインチヤンバー

根太の面とランナーの ろえる

仕上:スポーツシートt62(別途建築工事)
仕切り板受材
L-30X30Xt1 2

下地 15+15

メインチヤン′ 防止のため
(大引 40X62X l10Xtl.2) メインチャンバーの壁を貫通する

大引鋼の貫通部に取り付けＮ
．Φ
∞

▽FL

板 9t

ゴム板受
X30× 七12

ランナー

角スタッド@450
40X45

45

FL-600

SA側 床下部 メインチヤンバー 床下部 メインチヤンバー   床下部 サブチャンバー

マ ‖809

仕切り板受材
L-30× 30× t12

チヤン′ らの

(大引
引鋼の貫通部に取り付け

通気止め
木材t335

(40× 62X l10Xtl.2)

石 5

耐水石膏ボー脱95

Ч  l i

‐ギ r  :ヽ.

■FL-600

第276756号 捺崎と剰
日
=今
号
K-15

と■全オ 傘報卦函野頭冨 ~

＼ !Iノ I

E ユ ′

,(】 働 か@455
∞
〓
寸

巻

Ｍ

Ｆ
５

ｔ

雄

挨

流路成形板 (仕切板)

耐水石膏ボー脱95＼

ゴム板 (NRゴ ム )
H90 X t3

ゴム板押え
S野縁

∞

∞
⑬
い

50X60Xl1 6)

流路成形板下地
ド40x45

ロ

】
日
日

】
日
日

|A―A'イン ン ′

1

当社工事 )

流路成形板下地
スタッド40x45

角スタッド

周囲クッシヨシヨ
・ム無し

2-M6X45

I1/
ヽ Ⅲ

1隆

クッショシヨ
・
ムt30

当社工事)

流路成形板下地
スタッド40x45

スタッド

2-M6X45

2-M6×

周囲クッションゴム無し
(YG

且

ゴム板 (NRゴム )
H90 Xt3

耐水石膏ボードt95

ゴム板押え

∝

∝
Ｃ
晴

(50× 60 X tl

】
日
ｌ

Ч
Ｉ
ＢB―B'

｀
′′



床下部 サブチヤンバー 床下部 サブチャンバー

ゴム板受
L-30X30Xt1 2

ゴム板受
L-30X30 X tl.2

(40× 62Xl10Xt1 2)
X62X l10Xt1 2)

∞
．

(C-25X10 X tl)
(C-25X10 X tl)

FL-600

(50X60Xt1 6)

仕切り板受材
L-30X30Xt1 2

|

ネオロシヨ
°
ム

12X10

(40X62X l10Xtl 引に取付) EXPゴム

途建築エ

耐水石 ※ 1

ESシーフー25X25
つぶして15mmに

2-M6×

FL-600

断熱材t20

(YGS―特A)

クッショシヨ
・
ムt30

K‐16
と鍛 社 命複計画番寧帝

X60Xt1 6)

耐水石膏ボー脱9,5Ｎ
．Φ
∞

仕上:スポーツシートt6.2(別 途建築工事)
5+15

∴
剰

Ｃ
Ｃ
Ｃ
ＨＷ
〓

ランナー 45

仕切板 )

ランナー

ゴム板押え
S野縁

ゴム板 (NRゴム )
H90 X t3

耐水石膏ボードt95

角スタッド@450
40X45

Б
帯
省
Ｋ
お
Ｓ
ｕ
超
娯

H90 Xt3

2-M6X45

ゴ

ゴム板押え

(NRゴム)

ランナー 45巾

仕切板)(YGS―特A)

クッショシヨ
・
ムt30 耐水石膏ボードt95

角スタッド@450
40X45

ロ

■
日
日

】
日
日C―C'ン

や
ヽ′

亨

評

40x45 @
流路成形板下地

ESシーラー25X25
つぶして

(7

レ
〓
干

抑朗弘

仕上:スポーツシート砧t6.2

(】I盗建崇工事)

下地:構造用合坂t15+t15

根大鋼0300
(40X62X l10Xt1 2)

流路成汗ケ仮下地

角スタッド40X450455

ロ

】
日
ｌ

】
Ｂ
日D―D'イン ン ′

(当社工事)

周囲クッションゴム無し (別途建築工事)

※1壁際納まり 1:3



開口H250 X W1450
Ｃ

Ｌ

ヘ

(75× 75× t23) 1

EXPゴム

工事)

(65× 50× 76 Xt1 6)

ネオロシヨ
・ム

12X10

防
55 1100

去

160

角スタッド40X45/

1450

開口H250 X W1450

Ｃ
Ｃ
Ｃ

「

L_______

ランナー

45ランナー

一 ― ― ― ―

¬

築工事)

2- 10X60

機器本体

断熱材t20

当社工事 )

FL-600ノ

〇
い
ヽ
エ
ロ

かど A平
119
こ/士 懸

SA

1450X250

∃ 床下部 メインチヤンバー

メインチヤンバーからの

耐水石

ゴム板押え

仕切り板受材
L-30X30Xt1 2

メインチヤンバーの壁を貫通する
大引鋼の貫通部に取り付け

ゴム板(NRゴム)
H130 X t3

×60 X t1 6)

設備スペース詳細 1:30

「ヽ 1手
「

■
一
― 一

二 :ゞ
下
す 十

=二 十
i

辛 J
一寸
∞

※l SA―メインチヤンバー納まり1:5
(当社工事 )

―脱95

咽
断熱材t50 新設間仕切り壁

途建築工事)
(月 1 一ヾからの

仕上:スポーツシートt6.2(別途建築工事)
メインチヤンバーの壁を貫通する
大引鋼の貫通部に取り付け SA側 床下部 床下部 メインチヤンバー

合板t15+15

⑭
メインチヤンバー

仕上:スポーツシートt62(別 途建築工事) メインチャンバーか

5+15 メインチャンバーの壁を貫通する
大引鋼の貫通部に取り付け

耐水石 ドt95

ゴム板受
L-30X30Xt1 2 ×60× t16)

角スタッド@455

第276756号 揆埼 義刊

田勢
 K-17

＼＼   |

ヽ設補スペース用根大縄0500

(65X50X76X ll.6)

検 /

ゴム板受

＼ レ

親太樹0300

ドt9.5

ゴム板(NRゴム)

∇

大弓鋼0900

ゴム板押え

大弓1掘小日窒き

メインチャンバーからの風気防止のため

メインチャンバーの壁を受通する

仕切り坂受材

L-30X30Xl1 2

S(Ⅲ

1 00

iSa1

ξ本体

封

刊

〇

〇

ｒ

一
Ｈ
Ｈ

Ｈ
Ｈ

聞

封
＝

Ｈ

―
H

ヽ
〇
い
「

■
日
ｌ

Ч
Ｅ
Ｅ口 F

】
日
日

■
日
日GI 口

EE

EI

】
日
Ｈ

】
日
日スペース E―E'

(角受1
流路仕切板

× 40X45

と■全と 令受計西研究所



(別途建築工事)
―卜t62(別途建築 ×50× 76 Xt1 6) 65× 50× 76 X tl 下地 :構造用合板t15+15

下地 :構造用合板t15+15 1960

75× 75 X t2 3)L=2080

(50X60Xt1 6)

※ 1 ム

床仕上 床仕上 (丸受―特A)

周囲クッシヨシヨ
・
ム無し2

点検ロジョイント部詳細 1:5

X

(600X600)
(1960 X l100)

X

155

(別途建築工事
下地 !構造用合板t15+15

〇
〇
Φ

め
∞
∞
Φ

Ｏ
Φ

一

支持脚

(50× 60Xt1 6)
1450X250

×60× t16)
t

L=1180 ノ 設備スペース大引方向

(丸受―特A)

周囲クッションヨ
｀
ム無し

①胆 (50X60 X tl
LE1 240 (65× 50× 76 X t1 6)

_颯①
L=1100

(65× 50× 76 X t1 6)

(YGS―特A)

周囲クッショシヨ
・
ム無し

(75× 75× L=2080

(50X60Xt1 6)
LE1 090

購
出
ゆ
辞

◆
お
型
副
申
消
翠

腱

ほ

に

障

Ｆ

．
口
中
中
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蒟 ♂190″300190卜`ヽ 300190
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―
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‐
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IⅥrg l―

135115

ｆ

汀

″

Ｊ

ヽ

電

聰

亀

甲
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００

Υ

tr

300
／
３０

‖|

1ス  H― H'

1スペース

1960

35

490490490

〇
〇
〕
一

即

|I II

I°

||・ |

|I II

IH.|

||||

止l

300

,

190300190300

1

,

190

ド40× 45

II

〇
∞
『

|

〇
”
∞

850

300

I

300

×62X l10Xt1 2)

1

支持脚 (□ 75大引用)
(丸受―特A)

周囲クッショシヨ
・
ム無し

支持脚 (通常大引用 )

(YGS―特A)

周囲クッションヨ
°
ム無しE

(50× 60Xt1 6

匪悸



スポーツシートt62

仕上 2(月1 65× 50× 76× t16) 65× 50× 76 Xt耳 6) 下地:構造用合板t12
下地 :構造用合板t15+耳 5

(75× 75X七23)L=2080

劇
〇
∞

20

(50× 60 X t1 6)

※ 1

床仕上 床仕上

(丸受―特A)

周囲クッションゴム無し

点検ロジョイント部詳細 1づ ×600)
1960X l100)

×

(別途建築工事)

600 155

構造用合板t15+15

〇
〇
〇

ゆ
∞
∞
Φ

〇
〇
沖 つ

ダクト開口部

設備スペース用支持脚

(50× 60 X t1 6)
1450× 250

t
(50× 60 X tl.6)

L=1180
/設 備スペース大引方向

周囲クッションゴム無し

(50× 60× t16)

L=1240
(65× 50× 76 Xt1 6)

L三1100

_颯①

(65× 50× 76 Xt1 6)
ペ ー

(YGS―特A)

周囲クッショシヨ
'ム無し

(75× 75× t23)L=2080

(50X60Xt1 6)
と二1090
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|

tr I

300
／
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1―ス  H― H'

※開回はダクト部のみ(平面図参照)

〇
∞
寸

35

1

490

「

Ⅳ
||||

IH・
|

||||

|.H.|

||||

赳

〇
〇
一
一

※ 胚

＼新設間仕切り壁
LGS45+rlオ反9

1スペース

300190190300

I

190

X45

150

I

|

600

||||

|.H.|

〇
〇
劇

〇
〇
〇

850

300300

(新設間仕切り壁用)

(40× 62X l10Xt1 2)

1:2ス

支持脚 (□ 75大引用)
(丸受―特A)

周囲クッショシヨ'ム無し

支持脚 (通常大引用 )

(YGS―特A)

周囲クッションゴム無し|

ダクト開口部



450450

13

900

規格寸法 (VSL型 ) (単位 :mm)

部材仕様

〇
〇
側

一　ｒ

メ ンバー
ドバー

平面図 1:5
(蓋定尺寸法 L=900mm)

W3 200
エ スパンシヨンゴム

(別途建築工事)

20 20

く0

Ю
ｒ

Ю
一

Ю
ｒ ブロ

Ю
一

還流口 VSL型 断面図 1:1

第276756号 漆峰 と刑
日附号
 K-20

蓋幅W3 蓋定尺L ピッチP ねじピッチハクロスバー 固定金具
200 900 15 437 6本 6個

部材名 材 料 備 考

メインバー SUS304

クロスバー SUS304

サイドバー SUS304

連結ブロック SUS304

固定金具 SUS304

取付ねじ 鋼 電気亜鉛めっき
タッピンねじ

φ3× 20

ゴムスペーサ択 然ゴム t3X20X30

11

15 15

クロスバー

8

付 メ ンバー

一Ю
一
一

ス ペ

とこ全Ⅲ 令翼計画
『
申帝



蓋寸法:596 41

Ｏ
ｏ
い
一
瀕
，
胆

タト枠外寸法:606
吉[材仕様

4 4

寸 70

ｏ
ｏ
ｏ
一
べ
，
ふ
薄
ふ

⑮
Φ
Ю
一
尺
十
回
眠
ほ
禅

〇
∞

取手き, 1:2
寸

有効開回寸法:566

平面図

外枠外寸法:606

4 4

内枠
エキスパンシヨンゴム

別途建築工事

タトホキ

劇
．０

翻
．Φ
Ю
Ｆ

Ю
ｒ

い
一

い
一

根太鋼

スペーサー

ッキン

断面図 1:2 さらドリノし,aじ

第27675傷 撚埼義剰

中
と■▲ォ 令報卦面

『
■帝

吉F材名 材 料 仕 上

タト    キ牛
アルミニウム合金押出形材

A6063S― T5 陽極酸化塗装複合皮膜

内  枠
アプレミニウム合金押出形材

A6063S― T5 陽極酸化塗装複合皮膜

底  板
溶融亜鉛めっき鋼板

SGHC― Z27

蓋補;色材
冷間圧延鋼板

SPCC 電気亜鉛めっき

取  手
アルミニウム合金押出形材

A6063S― T5 陽極酸化塗装複合皮膜

鍍
亜鉛合金ダイカスト

ZDC
とフロムめっき

パッキン クロロプレンゴム

スペーサー 天然ゴム

取付ねじ
軟鋼線材
SWRM10 電気亜錯めっき

蓋寸法:596 1

取手

0

＼

錠

/

フ回ア材 (別途)

底板に接着剤で接着

)
導=O①

．〇
め

蓋補3a材

20有効開□寸法:56620

底板

t2.0



)

|

I |

為
11

〇
〇
∞

200

数量:6台

|

風量調整ダンパー  (角 )VD

角型 外連結 共板式 低圧ダクト仕様
備考材質番号 名称

6t1溶融亜鉛めっき鋼板 SGHC JIS G 33021 ケーシング

6t1溶融亜鉛めっき鋼板 SGHC JIS G 33022 稼働羽根

みがき棒鋼   SGD400 JIS G 31233 軸

共板コーナー金具溶融亜鉛めっき鋼板 SGHC JIS G 33024 共板式接合

熱間圧延軟鋼板  SPHC 」IS G 31315 風量調整装置

熱問圧延軟鋼板  SPHC 」IS G 31316 ハンドル

溶融亜鉛めっき鋼板 SGHC JIS G 3302保護カバー7

t研 傘算計匿野頭



工  事  仕  様  書  (電 気設備 )

I工 事 概 要

1工 事 名 称

2工 事 場 所

宝達中学校体育館空調設置工事

羽昨郡宝達志水町小川地内

3 完 成 期 日 令和  年  月  日 (余裕期間制度試行工事適用の場合は、左記を完成 日の期限とす る。 )
年   月  日)対 象部分 (             )

月   日)                             (121(6))
指定部分 ○ 無
概成工期 O無

石

有

(指定期日:令和

(令和 年

4建 物 概 要

5 別契約の関連工事
,建築工事    '電 気設備工事
・昇降機設備工事 ・自家発電設備工事

給排水衛生設備工事

厨房機器設備工事

空気調和設備工事

屋外付帯工事

構内交換設備工事

植栽工事

6工 事 内 容

動力容量の増加に伴い、既設屋外キュービクルの改造及び増設を行う。

Ⅱ 工 事 仕 様

1-般 仕 様
1)図面及び特記仕様に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の「公共建築工事標準

仕様書 (電気設備工事編)令和4年版」 (以下、「標準仕様書」という。)及び「公共建築設備工事標準図 (電

気設備工事編)令和4年版J(以下、「標準図」という。)及び「公共建築改修工事標準仕様書 (電気設備工事

編)令和4年版」 (以下「改修標準仕様書」という。)による。

2)機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの標準仕様書・改修標

準仕様書を適用する。

2特 記 仕 様
章は0印のものを、特記事項で選択する項目は・印にO印の付いたものを適用する。

C〉「の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

○印と⑬ E口の付いた場合は、共に適用する。

章 項    目 特 記 事    項

●

般

通

共

事

項

8事前調査

9養生

10撤去等

11環境への配慮

12機材の品質等

13工事の
創意工夫等

14化学物質の

濃度測定

15中 間検査

16完成図

17保全に関する

資料

18足場類

19仮設間仕切・扉

20仮設備

21工事用電力等

22監督

)(162)

(172)

(173)

PCB含有分析調査を  ・ 行う (図示  箇所)    O行 わない      (改 152)

石綿含有分析調査を   ・ 行う (図示  箇所)    O行 わない
1)既存部分の養生範囲は、図示による。                     (改 171)

2)養生の方法及び固定された備品・ロッカー等の移動は、図示による。       (改 172)

1)回収を要する機器及び配管の内容物  ・ 燃料   ・             l=女 181)
2)機器の撤去跡の壁画等の補修は、図示による。                  lP女 186)

1)「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律」 (グリーン購入法)に規定される特

定調達品「公共工事」等は下記による。また、判断基準を満たすことを確認する。 0410))
・ 照明制御システム   ・ 変圧器   ・ 下塗用塗料 (重防食)  ・

2)本工事の建物屋内で使用する揮発性有機化合物を放散する建築材料等は、設計図書に規定

する所要の品質及び性能を有するものとし、次のとおりとする。         ●41(2))

① 」IS又はJASのF☆☆☆☆規格品

② 建築基準法施行令第20条の7第 4項による国上交通大臣認定品

③ 下記表示のある」AS規格品

a 非ホルムアルデヒド系接着剤使用
b 接着剤等不使用
c 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材郷使用

d ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用
e 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用
f 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

1)本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする。

ただし、仮設に使用する機材は、新品に限らない。              942o))
2)下表に示す機材等の製造者等は次の①から⑥までの事項を満たすものとし、この証明とな

る資料又は外部機関が発行する評価の書面を提出して、監督員の承諾を受ける。ただし、

製造者等が「建築材料・設備機材等品質性能評価事業 設備機材等評価名簿 (最新年版)」

((―社)公共建築協会)等に記載されているものは、証明となる資料等の提出を省略す

ることができる。

①品質及び性能に関する試験データが整備されていること。

②生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。

③安定的な供給が可能であること。

④法令等で定める許可、認可、認定又は免許等を取得していること。

⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

⑥販売、保守等の営業体制が整えられていること。

受注者は、工事施工において、自ら立案実施した創意工夫や工事特性に関する項目、又は地域

社会への貢献として評価できる項目に関する事項について、工事完了時までに所定の様式に

より提出することができる

建築物の室内空気中の濃度測定を    ・ 行う   ○ 行わない

測定時期、測定対象化学物質、測定方法、測定対象室、測定箇所数等は図示による

中間検査の実施  O無 有 (時期 ・ 天丼下地完了時

設置箇所、種別及び塗装仕上げは、図示による。

仮設備を  ・ 設ける (図示による) O設 けない

(156)

(157)

原図及び製本 (等倍 1吉「、A3縮小 2部 )提出する。

保全に関する資料は次のとおり、 2部提出する。
①建築物等の利用に関する説明書※

②機器取扱説明書(主要機器一覧表とも)

③機器性能試験成イ盲書 (総合試運転報告書とも)

④官公署届出書類
※「建築物等の利用に関する説明害」作成の手引き

手引きのダウンロードhttp://www mi t go jpた obuild/kijun_kentikubuturiyOu tebikt htm

内部及び外部足場の種別は、図示による。防護シート等の養生は図示による。    (改 22か

(改223)

(改2141)

O既存施設に電力量計等を設けて使用できる (有償) ・ 発電機又は北陸電力引込み等
(改224)

1)監督員事務所を ※ 設けない ・ 設ける[・ 1号 (10浦程度) ・ 2号 (20ド程度)]
2)監督員事務所に設ける備品等                         (211(イ ))

・保護帽  ・墜落制止用器具    ・長靴   ・合羽   ・机    ・椅子
・懐中電灯 ・善棚   ・黒板   ・寒暖計  ・     ・
3)設計図を工事監理用に製本 (等倍 1吉[、 A3縮小 2部 )し、監督員事務所等に置く。

機 材 名 称

LED照 明器具 (一般屋内用に限る ) 絶縁監視装置

照明制御装置 蓄電池

サージ防護デバイス (SPD) 交流無停電電源装置

可変速運転用インバータ装置 太陽光発電装置

盤 類 監視カメラ装置

高圧機器 中央監視制御装置

建 物 名 称 構 造 階 数 延面積 (ド ) 消防令別表第一 備  考

中学校 RC造 3階建 (地階  階 塔屋  階) 917 14 7項

項    目 特 記 事 項

0

般

通

事

項

23快適トイレ

(快適トイレ実施

要領に基づく)

24工事現場の

表示板

26建設発生土

の処理

27塗装

28 はつり

29あと施エ

アンカー

30県内産材料

31材料検査

32工事写真等
の記録

33部分払いの対象
工事材*H

25埋め戻 し上

34火災保険等

・ 設置する    O設 置しない (別途工事で設置等)
※ 監督員へ提案・協議し、快適 トイレを設置することができる

快適トイレを設置した場合は、設計変更の対象とし、「快道トイレ実施要領」により費用

を計上する。

工事現場には、下記表示板

上段の地色は白色

文字は青色

下段の地色は青色

文字は白色

00cm

設計及び監理の欄は、実施設計及び工事監理が委託発注された場合。

工事名は、各工事とも共通な名称とし、各文字は角ゴシック体とする。

山砂

(211(,))

(221)

(271)

60cm

～75om

※ 根切り上の中の良質土 (ただし、管の周囲は山砂)

現場内で処理

・ 構内指示の場所に堆積   ・ 構内指示の場所に数き均し
場外搬出適正処理  (「再生資源利用促進計画書及び実施書」を監督員に提出のこと。)

※ 指定 (想定)搬出先    受入場所 :

受入時間帯 :  時  分～  時  分
仮置き等 :

次の金属露出配管 (亜鉛めつき面を含む)は、塗装を行う。

○ 屋外   ○ 屋内 ○ 居室  ・ 機械室 ・ )

1)放射線透過検査を  ・ イ予う  ※ イ予わない (但 し、鉄筋探査は行う。)   lP女 2,12)

2)配管貫通部の穴開けは、ダイヤモンドカツターとし、場所・日径は図示による。  l改 2113)

3)溝はつり深さは、図示による。                        l=女 2114)

4)防水箇所の貫通処理方法は図示による。                    (改 2115)

1)埋込み配管等の探査の範囲及び方法は、図示による。             (改 2123)

2)施工後確認試験 (引張試験)を   ・ 行う (  箇所)  ・ 行わない

石川県建設工事標準請負契約約款 (以下「請負契約約款」という。)第 6条の2第 7項によ

り、調達する工事材料は石川県産とするように努めることについて、工事着手前に使用材料

確認願いを提出する。

請負契約約款第 13条第2項に定める監督員の検査を受けて使用する工事材料は次のとおり。

O受 変電機器   ・ 自家発電装置   ・ 照明器具類  ○ 配電盤類    ・ 避雷針
・ 通信機器    ・ 構内交換機器  O接 地材料   ・         ・

1)国 上交通省大臣官房官庁営繕部監修「営繕工事写真撮影要領 (令和3年改定)」 による。

2)請負契約約款第14条第3項に定める工事写真は次のとおり。
・ 地中埋設配管部   ○ 機器の基礎及びアンカーボルト埋設部   ○ 塗装工程
○ 接地極埋設部    O天 丼、 トレンチ内の隠ぺい箇所      ・ 躯体肉隠ぺい部
3)区分による規格、枚数、部数は次による。

4)完成写真の撮影は、次による。    ・ 建築写真撮影業者   ※ 建築写真撮影業者以外
5)写真はA4版用紙に順序よく貼付又は印用」し、説明事項を記入して提出する。

6)中間検査又は監督員の指示により、手直しを命じられた工事は、手直し前、中、後が判断で

きる写真を撮影し、報告暮に添付し提出する。

請負契約約款第37条第 1項に定める部分払の対象とする工事材料は次のとおり。

・ 機器    ・ 盤    ・ 配管、配線   ・

請負契約約款第40条に定める火災保険等は次のとおり。

※ 組立保険    ・ 建設工事保険
(加入期間は着工日より引渡日まで)

工   事   名
工 期  自 年 月 日～至 年 月 日

(建築・設備委託業者名を記入〕

(建築・設備委託業者名を記入〕

(施工業者名を記入 )

(施工業者名を記入 )

(施工業者名を記入 )

この工事は、週休2日 に取り組んでいます

発注者

計

理

エ

設

監

施 築

気

械

建

電

機

区  分 大きさ(mm) 撮 影 枚 数 部 散 備 考

着工前 100x148程 虐 監督員の指示による 1言

“

工事期間中は現場事務所に整理保管し、

工事完成時に提出する。工事中 85 X l15程農 監督員の指示による 1部

完成時 100X148示呈層 監督員の指示による 1音 [ A4用 紙に整理 したもの

章 項    目 特   記   事 項

0

共

通

事

項

!iこ写爆
::J

3他 工事 との

取 り合い

4工事の記録等

5施工条件

6発生材の処理等

7再使用機材

請負金額S, OOO千円以上の工事は工事実績情報登録を行う。 (114)

下請負に付する場合は、施工体制台帳を作成し、現場に備え付ける。また、施工体系図を

工事関係者及ぴ公衆が見やすい場所に掲げる。                   0150))

スリーブ、箱入れなど他工事との取り合いは、別表-1によるものとし、施工に支障をきたさ

ない時期までに、必要な位置、大きさ等を明示し、監督員と打ち合せる。       017)

工事総合進捗表、工事日誌、工事出面報告害、打合せ記録、工事箇所図及び現況写真等を記載

した工事報告書を毎月lS日及び月末ごとに提出する。               (12つ

・ 新築工事 O改修工事 (O執務並行改修 ・ 全館無人改修) (133)

(改 133)工事用車両 による。

引渡しを要するもの (・

特別管理産業廃葉物 (・ PCB使用機器
現場で再利用を図るもの (・

再資源化を図るもの (・ 蛍光ランプ

・ 木材

(139(2))

廃石綿

コンクリー ト

)

取外し後再使用するものは図示による。

アスファルト

(改 143)
,朱式会社令沢計画研究所



項    目 特   記   事    項章

次に示す事項を除き、すべて独立行政法人建築研究所監修の「建築設備耐震設計・施工指針

(2-2113(2)～ (4))2014年 版」による。

1)機器の設計用標準水平震度及び耐震クラスは図示による。図示がなければ次による。

設置場所

耐震安全性の分類 (重要機器、―般機器共通)

特定の施設 一般の施設

○ 耐震クラスS 耐震クラスA

上層階、屋上及び塔屋 2 0 1 5(2 0>
中間階 l  S l  o(1  5>
―階及び地下階 1 0(l S) 1  0

注1設置場所の区分は、機器等を支持する床部分により適用し、天丼面 (上階床)よ り支持

する機器等は直上階を適用する。

注2上層階は、2～ 6階建の場合は最上階、7～ 9階建の場合は上層2階、10～ 12階建の場

合は上層3階、13階建以上の場合は上層4階とする。

注3()内 の値は水糟類 (受水槽、高置水槽、消火関係水槽、オイルタンク等)、 <>内

の値は防振支持の機器 (防振材・防振装置を介して設置される機器)に適用する。

2)地域係数は1 0とする。

3)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の 1/2と し水平地震力と同時に働くものとする。

4)lkN以 下の軽微な機器 (標準仕様書の適用を受けるものは除く)においても耐震を考慮し

据付け又は取付けを行うものとするが、前記指針の方法によらなくてもよい。

500kW以上の自家用電気工作物においては第一種電気工事士により施工を行うように努める。

分電盤、制御盤、端子盤等の二次側以降の配線経路、電線太さ、電線本数、管径等は機能を

を優先し、図面と多少相違しても差し支えない。ただし、相連する場合は監督員の承諾を受

ける。また、機械室の露出配線は、金属管にて施工し、全長にわたつて接地線を設ける。

受注者は建設業退職金共済制度に加入し、本工事の掛金収納書を工事請負契約締結後 1カ 月以

内に監督員を通じて発注者に提出する。また、現場事務所に適用標識 (シール)を掲示する。

1)積戦重量制F艮を超えて土砂等を積み込まず、また積み込ませない。

2)さ し枠装着車、不表示車等に上砂等を積み込まず、また積み込ませない。

3)過積載車両、さし枠装着草、不表示車等から土砂等の引き渡しを受ける等、過積載を助長し

ないようにする。

取引関係のあるダンプカー事業車が過積載を行い、又はさし枠装着車、不表示車等を土砂等

運搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずる。

建設発生上の処理及び資材の購入に当たつて、下請事業者及び骨材納入業者の利益を不当に

害することのないようにする。

「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」 (昭和42年

3月 2日 法律第 131号 。以下「法」という。)の 目的に鑑み、法第 12条に規定する団体

等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使用を促進する。

1)から6)に つき、元請建設業者は下請建設業者を十分指導する。

本工事は、石川県公共事業景観形成ガイドラインに基づく下記の事業であり、景観に配慮した

施工に努める。   ・ 重点事業     O一 般事業

「石川県建設工事総合評価方式試行要領」に基づく、「技術提案」がある場合は、提案内容を

本工事において確実に履行し、「技術提案履行状況報告書」を監督員に提出の上、履行状況の

確認を受ける。履行にあたり疑義が生じた場合は、速やかに監督員と協議する。

※ 行う (「電子納品仕様書」による。)  ・ 行わない
電子納品仕様書

1 電子納品とは、出来形管理資料や工事写真等の工事完成図害を電子データで納品

するものである。

ここでいう電子データとは、下表に示す各種電子納品要領等で定めるフォーマット

に基づいて作成されたものを指す。

名 称

営キ善工事電子納品要領 (令和 3年改定)

官庁営繕事業に係る電子納品運用ガイドライン 【営繕工事編】 (令和4年改定)

基準・要領類のダウンロード hitp:〃wWW mlit go jp/EObuild/gobu ld」 k2p00017 htmi

2 工事関係書類の最終成果品を、従来の紙での納品と別にCD― R、 DVD― R又は
BD― Rで 1部納品する。

3 工事着手時には、事前協議チエックシートを用いて事前協議を行うものとする。
工事関係書類の内、電子データで提出するものは、事前協議にて決定する。

請負金額 10, OOO千 円以上の元請工事の現場代理人及び主任 (監理)技術者は顔写真付き

名札を常時着用する。下記の寸法等は、参考であり、社員

OO建設J角社員証

遷

こ替えることができる。

0

般

通

項

35耐震施エ

36電気工事士

37電線本数・

管路等

38名 札の義務

40過積載等の
防止

41景観への配慮

総合評価方式

電子納品

39

おける

章 項    目 特 事    項

●

一

般

共

通

事

項

44公共事業労務費

調査の協力

45事故の補償

受注者は、当該工事が発注者の実施する公共事業労務費調査の対象工事となった場合には、

次の各号に掲げる協力をしなければならない。工期経過後においても同様とする。

① 調査票等に必要事項を正確に記入し、発注者に提出する等必要な協力をする。

② 調査票等を提出した事業所が、事後に発注者が行う調査・指導の対象になつた場合には、

その実施に協力する。

③ 正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法等に従い就業規則を作成すると共に賃金台

帳を調整・保存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を通切に行う。

④ 下請負に付する場合には、当該下請工事受注者 (当該下請工事の一部に係る二次以降の下請

負人を含む)が前各号と同様の義務を負う旨を定める。

受注者は、雇用者等の業務に関して生じた負傷、疾病、死亡及びその他の事故に対して責任を

もって適正な補l賞をしなければならない。 (法定外の労災保険を含む)

●

電

力

設

備

1照明用ポール

2分電盤等

3電 気 自動車用

4電線の接続

5配管引込部

6導入線

7管の埋設深さ

8標識シート等

9雷保護接地中猥

10施工の試験

内蔵する開閉器  ※ な し (取付板のみ) ・ 配線用達断器  ・ カッ トアウ トスイッチ

(142(14))

1)キ ャビネッ ト材質、仕上げ  ・ ,同板製指定色塗装   ・ 全岡板製溶融亜鉛めつき  0'3)

○ ステンレスf円板製指定色塗装 ・
2)電力量計    ・ 検定付   ・ 無検定                   d76)

・ 急速充電装置   ・ 普通充電装置 (定格電圧 ・ 100V  ・ 200V)     0141)

・ 高圧ケーブルの端末処理を行う場合は、被覆の伸縮対策を施す。        (211)

地盤変位への対応  ※ 増ヽ規模   ・ 中規模   ・ 大規模        (2 1 lS(5))

長さlm以上の通線しない配管には 1 2mm以上の樹脂被覆鉄線を挿入する。    (229G))

埋設深さは原則として、構内道路、高圧ケーブル、幹線ケーブルは (・ 60cm

その他は (・ 30cm ・  cm)と する。

1)地 中配線に標識シー ト (倍折)を敷設する。

2)埋設標 (・ コンクリー ト製 ・ 樹脂製 ・ 鉄製)・ 要 (図示箇所)
・ 板状  ・ 垂直  ・ 水平  ・ 環状  ・ 網状  ・構造体利用

1)構造体利用等の接地極における接地抵抗測定の時期及び回数 (

2)一般照明の照度測定を ・ 行う (改修は対象室の改修前後)

Cm)、

(2122)

(2124)

不要  (2125)

(2174)

)(2182)

行わない  (改 211)

０

受

変

電

設

備

1キュービクル式
配電盤等

2交流遮断器

3高圧追相
コンデンサ等

1)キ ャビネット材質、仕上げ及び電力量計は、電力設備の分電盤等による。

2)温度上昇性能試験を  ・ 行う   ※ 行わない
(113)(115)

(191)

操作方式 手動ばね操作方式

1)進相コンデンサ絶縁方式

2)直列リアクトル絶縁方式

電気操作方式 (116(1))

ガス (S F6を 除 く)0160)

(116(4))

油入

油入

・ モールド

・ モールド

Ｏ

電

力

貯

蔵

設

備

1交流無停電

電源装置

2電力平準化用
蓄電装置

・ 常時インバータ給電方式
停電補償時間    分

ラインインタラクテイブ方式  ・ 常時商用給電方式 ¢21)

1)機能 (電力平準機能、電力補償機能及び放電停止機能)は図示による

2)蓄電池  ※ リチウムニ次電池  ・ 鉛蓄電池  ・
3)蓄電池の容量、期待寿命、充放電回数及び放電時間は図示による。

(231(2))

(235(1))

(2 3 5(2))

(227)

Ｏ

発

電

設

備

1ディーゼル
発電装置

2太陽光発電装置

3そ の他

(171(3))

(172(2))

(1171)(118)

041(I))等

(111(3))運転時間 時間

1)自立運転を ・ 行う    ・ 行わない
2)太陽電池アレイの公称出力は、図示による。

1)燃料油の種男1及び配管等材料は、図示による。

2)系統連系を ・ する    ・ しない

○

通

信

・
情

報

設

備

1端子盤等

2機器仕様

3標識シート等

4テ レビ
共同受信設備

(142)

(151)等

(2113)(2114)

(2103)

キャビネット材質及び仕上げは、電力設備の分電盤等による。

詳細機器仕様は、図示による。

標識シート等は、電力設備の標識シート等による。

受信調査を  ・ 行う (     チヤンネル)  ・ 行わない

Ｏ
中
央
監
視
制
御
設
備

1警報盤

2記録装置

(121)

(144)

信号の伝送方式は、図示による。

印字方式は、図示による。

章 項    目 特 記 事 項

0

そ

の

他

1 接地枢 接地極の材料は下記による。なお接地棒EB(14φ )の長さは 1.500mm以上とし、10φ は

W=30L=000mm以 上、14φ はWi40 L=1,200mm以上 としてもよい。

接 地 の 種 類 記   号 接地抵抗値 接   地    極

共 同接地 E` Es Ec ED Ω以下
EB(14φ )X3連―  組
EP-900 Xl

共 同 接 地 Eた Ec ED Ω以下
EB(14φ )X3連 ―   組
EP-900 Xl

A   種 E` 10Ω 以下
EB(14φ )X3連 - 2 組
EP-900 Xl

○ B   種 EE Ω以下
EB(14φ )X3連 - 2 組
EP-900 Xl

C   種 Ec 10Ω 以下
EB(14φ )X3連―  組
・ EP-900 Xl

O D   種 E〕 100Ω 以下 EB(10φ )Xl(L=1,000mm)

O D tt ELCB用 ED :iLCB 100iど 以下 EB(10φ )Xl(L=11 000mm)

高圧避雷器 E[l 10Ω 以下
EB(14ゆ )X3連 - 2 組
EP-900 Xl

低圧避雷器 Ett 10Ω 以下
EB(14φ )X3連 - 2 組
EP-900 Xl

雷保護設備 Et 50Ω 以下
EB(14φ )X2連- 2 組
EP-600 X2

構造体接地

交 換 機 用 Et Ω以下 EB(14φ )X3連―  組

通 信  用 E^l 10Ω 以下
EB(14φ )X3連-2 組
EP-900 Xl

通  信 用 Eat EtJ 100Ω 以下 EB(10φ )Xl(L=11 000mm)

測  市  用 E。 EB(10φ )Xl(L=1,000mm

(別表-1)他工事との取り合い

※1  二次側配線、配管及びシヤツター、防火ドア、自

工 事 内 容 電気 機械 建築 備   考

開

　

口

　

部

はり、床、壁の貫通部 (RC造 )
補   強   筋 ● 建築図面に図示

スリーブ、仮枠、大埋共 ● S造は建築

埋込形分電盤、端子盤、プルボ ックス
ネ甫      3蛮       筋 0 建築図面に図示

仮 枠 0

天丼、壁ボード類の軽量鉄骨下地補強
(埋込形照明器具用)

下 地 補 強 ● 建築図面に図示

ボ ー ド類 切 込 み ●

軽量鉄骨へのボックス取付金具及びその取付 ●

既成間仕切 りへの位置ボックス及びその取付 0

発電機、配電盤及び制御盤等の基礎 ● 建築図面に図示

選雷針、TVア ンテナの屋上コンクリート基礎 (自立型の場合) ● 建築図面に図示

配管ピット及びふた
0

床、壁、天丼の点検ロ ● 建築図面に図示

自動扉、電動シヤッター、防火ドア等制御盤の―次側配管配線 __ 0 ※ 1

実験台付属コンセント等への配管配線及び配線接続 (直接続のみ)_ ●

機械設備機器付属の制御盤への電源供給の理管配線 _____― ― ●
一次側

機械設備機器付属の制御盤以降の配管配線 (接地共) 0 二次側

制御盤と動力盤間の電源供給及び操作回路の渡り配管配線 ____ ●

機械設備機器と付属操作スイッチとの渡り配管配線 0 天吊FCU、 換気扇等

E-02
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特 記 事 項章 項    目

0

そ

の

他

1 いしかわ週休

余裕期間制度

試行工事

3イ メージアッ

情報共有

システム

2日

看板

工事現場において週休2日 に取り組む「いしかわ辺休2日 工事J(以下、「週休2日工事」と

いう。)の適用については、次のとおりとする。

なお、週休2日 の工事の定義 (様式)等については、石川県土木部監理課技術管理室HPの 「い

しかわ週体2日 工事 実施要領」を参照すること。^m

(1)当初設計において、週単位の週休2日 にかかる補正係数を乗じている。

(2)受注者は、工事現場に週休2日 に取り組むことを記載した工事看板を設置すること。

(3)受注者は、現場着手前に体日取得 [計画]表を作成し、監督員に提出・共有すること。

(4)受注者は、工程に大幅な変更が生じた場合は休日取得 [計画]表を修正し、監督員に提

出・共有すること。

(5)受注者は、工期最終日までに、休日取得 [実績]表を記入し、監督員に提出すること。

(6)分離発注工事の場合に、各発注工事単位で、現場事務所での作業を含めて 1日 を通して

現場作業が無い状態も「現場閉所」とみなす。

(7)発注者は、現場閉所の達成状況を確認し、週単位の週休2日 に満たない場合は月単位の

週休2日 (4週 8休相当)の補正に減額するものとし、月単位の週休2日 (4週 8休相

当)に満たない場合は、補正分を減額するものとする。

なお、週休2日 の確保が確認できなかつた場合であつても、工事成績評定で減点評価は

行わない。

2)余裕期間制度対象工事の内容

(1)本工事は、円滑な工事施工体制の確保を図るため、全体工期の範囲内で受注者が工事の

着手及び完成日を設定することができる工率であり、建設工事に係る余裕期間制度

(フ レックス方式)試行要領に基づき実施するものとする。

(2)受注者は、契約締結日から着工日の期限までの間で、休日を除く任意の日を着工日と

して設定することができる。

(3)受注者は、完成日の期限までの間で、休日を除く任意の日を完成日として設定する

ことができる。

(4)工期は受注者が任意で設定した着工及び完成日を記載する。

(S)受注者は、契約時に現場代理人及び主任技術者選任届を発注者に提出しなければ

ならない。

(6)受注者は、着工日までの余裕期間内に工事 (工場製作、測量、資材の搬入、仮設物や

現場事務所の設置等の準備工を含む。)に着手してはならない。ただし、現場にl般入

しない資機材の準備及び労働者の手酉己lよ、この限りでない。

(7)受注者は、余裕期間の問は、現場代理人及び主任 (監理)技術者の配置を要しない。

(3)受注者は、着工日までに施工計画書を提出するものとする。

(0)余裕期間制度の適用により増加する費用は、受注者の負担とする。

(10)その他、この特記仕様書に定めのないことについては、建設工事に係る余裕期間制度

(フ レックス方式)試行要領によるものとする。

(着工日の期限) 契約締結日から起算して○ケ月以内

設置する

設置しない (別途工事で設置等)

監督員へ提案・協議し、設置することができる (設置費は受注者負担とする)

石川県建設工事情報共有システム実施要領 (営繕工事編)に基づく。

https://wwW pref ishikawa lg jp/eizen/k 」un/ki」 un htmi

・ 利用する (発注者指定型)
※ 現場着手前に発注者と協議し、利用することができる (施工者希望型)

みんなでつくろう石川

「石川をつくる」

みんなで

つ くるう

石川
(注 )看板のデザインは監督員に確認すること

※

壁掛型

H750 X W900

野立型 (小 )

H1400X‖ 550

1)適用
・ 対象

※ 対象外

【参考図】

野立型 (大 )

H1400× Wl100

章 項    目 事 項特    記
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硼螂鵬脚ｍ

雪熱契約盤

新設

饉
動脚的

Ｃ‐ｘ２帥削　　ＣＴｘ２帥Ⅲ韓

ＣｉｘＷ
硼

巾岬
削　
　
］鰤
削

］唖
削　　
］蝉
削

高 Eヨ ンデンサ ー盤

新設撤去

単線結線図 (改修)

屋外型キュービクル (7面体)

鋼板製・指定色仕上

非常用発電t密

屋外防水型キュー ビクル (新設 )

鋼板製 耐塩仕株
(指定色塗装)
参考寸法 :1000WX 2,4000X2700H

6KV EM― CET38

EM― IE14

既設屋外型キュービクルの更新を行う。

キュー ビクル内部機器改修作業は停電作業とする。

工事の日程については電気主任技術者及び、施設責任者 らと事前に打合せを行い、

停電日を検討すること。

なお、停電時・復電時は、電気主任技術者の立会いを求♂〕ること。
E-04

V

400/SA

15VA

225AF

200Ar

予 備
7S O klV

ナプ

‐０

ト
陸
刃

VS

LES(80-32)

72/3 6KV
つ00A
PF G30A
Rc 40KA

受変電設備改修工事内容

扶武全汁牟沢計画研究所



中
雲

屋外防水型キユー ビクル (増設 )

鋼板毎
`亜
鉛溶射仕上げ

(指定色整装仕工)
基確 H=SOO
寸法 :i OOOWX2,200D X 2,730H lM-2 (新設 )

分電盤縮線国

ステンレス製自立聖
,旨定色整表■■

3φ 3W210V 非常用 3φ 3W210V 非常用

とゴ ゴ
切替開聞器
3P200A

器閉開

ＯＡ

普

２０

切

３，

225AF/200Ar
ELCB 3P
225AF/200AT

０
い
い
ヽ

|

型

増設屋外キュー ビクル姿図 Si1/30

上

〓

上

三

ツプ

粋材φ486x23

門在φ605x32 T番金具t20
(sus)

習
禦

ネ

L _2.岬   J
□
と坐J

主注φ605x2

主権φ605x2 φ60 Sx2 3
樹脂キヤッ

「

_2600_1

丸銀φ6

基礎図、フエンス図

と即」
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